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表紙の記事――
ヤングアダルト――
参入する前から神殿の祝福を受ける，
10ページ

神殿結婚以上のもの，16ページ

わたしの人生には計画があります，
「フレンド」4ページ
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試練の中で精錬される

クラスや家庭において，『リアホナ』を

使ってより効果的に福音を教

えるために，このページに

提案されているアイデアを

役立てることができます。

「ヤングアダルトと神殿」

10ページ――神殿の写

真を見せてください。

記事を使い，神殿の歴

史，目的，祝福などを復習してくださ

い。「緊急性と特権」の部分を声に出

して読み，神殿参入と家族歴史に関

する目標を達成する方法の計画を立

ててください。

「神聖な結婚に備える」16ページ――

家の中のどこかに，神殿の写真を置

いてください。家族が神殿参入に備え

るために実行できることを詳しく 書

いてください。この活動と，ロ

バート・Ｄ・ヘイルズ長老の，

永遠の進路を設定して永

遠の伴侶
はんりょ

を見いだす努

力をするようにという

勧告を比較してくだ

さい。

「2度救われて」32ページ――

W・ロルフ・カー長老の父親が，どの

ようにしてカー長老を肉体的な危険

と霊的な危機の両方から救い出した

かを，声に出して読んでください。肉

体的に，または霊的に救われたときの

ことを，家族に話すように勧めてくだ
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F14 リンダはわたしの友達
ともだち

ハイディ・レヌーフ・ブリスコ

青少年
8 リカルドは一人で歩いた　ポール・バンデンベルゲ

16 神聖な結婚に備える　十二使徒定員会　ロバート・D・ヘイルズ

26 セミナリーは幸せの源　ジャネット・トーマス

32 2度救われて　七十人　W・ロルフ・カー

35 ポスター――生ける水

36 質疑応答――友人は教会になじめないと感じています。

教会で歓迎されていると感じてもらうには

どうしたらよいでしょうか。

26 セミナリーは

幸せの源

F12 しあわせになれる本
ほん
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さい。この話を，贖罪
しょくざい

や，救い主が肉

体的な危険や霊的な危機から救い出

してくださる方法と関係づけて説明

してください。

「世にあって世のものとならず」

39ページ――記事の冒頭部分を使っ

てソドムとゴモラの話を復習し，ス

テーク会長が心配したこの世を取り

巻く状況について話し合ってくださ

い。家族の福音に従う決意が試され

る，しかも実際に起こりそうな状況を

設定し，ロールプレーをしてください。

将来，これと同じまたは似た状況に

陥ったときにどのように対処したらよ

いか，家族が前もって計画しておける

ように助けてください。

「灯台」F2ページ――灯台の絵を

見せてください。海に出ている人に

とって灯台がそれほど大切なのはなぜ

かを話し合ってください。記事を段落

ごとに声に出して読んでください。段

落を一つ読む度に，主の灯台の光は，

わたしたちをどのように天の家へと導

いてくれるか，話し合ってください。
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こ
れはすべての人へ向けたメッセージ

です。特に，試練，悲しみ，良心の

とがめ，悩みに耐え切れないと感じ

ている人，逆境のただ中で怒りの感情に飲み

込まれそうになっている人に向けたメッセージ

です。これを通して，希望と強さと自由が得ら

れるよう願っています。

何年も前に，デビッド・O・マッケイ大管長

（1873－1970年）が，マーティン手車隊の経験

について話しました。初期の改宗者の多くは，

ヨーロッパからの移民であり，貧しくて牛馬や

荷馬車を買うことができませんでした。貧困の

ため，すべての持ち物を積んだ手車を引いて，

自力で平原を横断するしかありませんでした。

マッケイ大管長は，この英雄的な大移動が終

わって何年も後の出来事について話しました。

「ある教師が，レッスン中にこう言いました。

『そのような状況で〔マーティン手車隊が〕平原

の横断を試みたのは，いやそのような試みを隊

に許可したのは，賢明ではありませんでした。』」

次いでマッケイ大管長は，そのレッスンに参

加し，話の成り行きを見守っていた男性のこと

を紹介しています。「教会とその指導者たちに

対する痛烈な非難の言葉が次々に出てきまし

た。手車に積めるだけの物資と身を守る手段

のほかに何も持たずに平原を横断するのを改

宗者の一団に許可したことに対してです。

部屋の隅の方に……一人の年輩の男性が腰

かけていました。彼はしばらく黙って聞いてい

ましたが，やがて我慢できなくなり，立ち上

がって語り始めました。その場にいた人々は，

彼の言葉を決して忘れないでしょう。感情が

高ぶっていたせいか顔色が変わっていました。

それでも，穏やかに，慎重に，しかも心を込め

て，実に誠実な態度でこう語ったのです。

『もう非難はやめてください。皆さんは自分

が口にしていることについて，何一つ知らない

はずです。歴史の表面的な事実など，ここでは

何の意味もありません。そのようなものは問わ

れている事柄に対して何ら正しい解釈を与え

ないのです。マーティン隊を送り出す時期が遅

かった，判断を誤ったと言いたいのですね。

確かにそのとおりです。しかし，わたしはその

隊の中にいました。妻もそうです。皆さんが今

話したネリー・アンサンク姉妹も，一緒でした。

わたしたちは皆さんの想像を絶する苦しみを

味わいました。厳しい自然にさらされたため，

また飢えのために，多くの人が死にました。で

も皆さんは，マーティン隊の生存者が一言
ひとこと

でも

不平を言うのを聞いたことがありますか。……

手車を引いていたわたしは，病気と飢えか

ら，疲労の限界に達していました。一歩足を踏

み出すのもやっとの状態でした。前方に広がる

砂地と丘の斜面を見て，わたしは言いました。

『あそこまでだ。あそこまでしか行けない。この

荷物を引いてあの丘は越えられない。』」

老人は続けました。「わたしはその砂地を目

指して進み，やっとのことでそこに到達しまし

人生の苦
く

悶
もん

を

味わうときに，

人は天の羊飼いの

静かなささやきに，

いっそう熱心に

耳を傾けるように

なるのです。
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第二副管長

ジェームズ・E・ファウスト

大管長会メッセージ



た。すると，手車がわたしを押し始めたのです。だれが押し

ているのだろうと何度も振り返って見ました。しかし，だれ

もいません。そのとき，神の天使たちがそこにいるのが分か

りました。

わたしは手車で来たことを後悔したでしょう

か。いいえ。あの当時も，そしてその後もずっと，

一度も後悔したことはありません。神を知るため

に払ったあの代価は，わたしたちにとっては特

権なのです。わたしは，マーティン手車隊の一員

としてここに来た特権を感謝しています。」1

精錬の火
さて，今述べたことに偉大な真理があります。

すなわち，痛みや苦しみの中にあるとき，人生

に雄 し々く立ち向かっているときに，わたしたち

は精錬の火をくぐり抜けるのです。そして人生

の中で意味もなく重要でないものが，不純物の

ように溶け出し，信仰が輝きを増し，完全にな

り，強固なものとなります。このような方法で，

人は神の面影を映す者となるのです。それは，

神を知るために厳しく取り立てられる清めの代

価の一部です。人生の苦
く

悶
もん

を味わうときに，人

は天の羊飼いの静かなささやきに，いっそう熱

心に耳を傾けるようになるのです。

だれの人生にも，苦しい日，絶望の日，試練の

日，嵐
あらし

にもまれる日がやって来ます。熱心に善を

求める人，忠実であろうと誠実に努力している

人を含め，すべての人に，様々な苦悶，悲しみ，

心痛が用意されているようです。使徒パウロは

自分に与えられた試練についてこう語りました。

「そこで，高慢にならないように，わたしの肉体

に一つのとげが与えられた。それは，……わた

しを打つサタンの使
つかい

なのである。」2

肉体にあるそのようなとげは，痛みを呼び起こします。しか

し，それは，意義も希望もない生活を変えることがしばしばあ

ります。その変化をもたらしてくれる精錬のプロセスは，たい

てい残酷で厳しいものに思われます。しかし，このようにして

人は陶器師の手の中の軟らかい粘土のようになって，信仰，

奉仕の精神，美，強さを備えた生活を築いていくのです。あ

る人は，精錬の火によって，神への信仰と信頼を失ってしまい

ます。しかし永遠の観点から眺める人は，この精錬のプロセ

スが完成へ至るために不可欠であることを理解するのです。

アルマは言いました。「羊飼いがこれまでも，また現在も

呼んでおられるにもかかわらず，〔あなたたちは〕その声を聴

こうとしない……。」3 窮地に陥ったときこそ，心と魂が，再生

され，新しく生まれ変わることができるのです。

大勢に従う生活に別れを告げ，「わしのように翼

をはって，のぼることができる」4 というイザヤの

約束に喜びを見いだすのです。

信仰の試しの後に証
あかし

が得られます。モロナイ

も次のように証しています。「信仰が試されてか

らでなければ，証は得られないからである。」5

信仰の試しは，かけがえのない経験になります。

ペテロは言いました。「あなたがたの信仰はた

めされて，火で精錬されても朽ちる外はない金

よりもはるかに尊
たっと

いことが明らかにされ，イエ

ス・キリストの現れるとき，さんびと栄光とほまれ

とに変
かわ

るであろう。」6 試練と試しは新たに生ま

れるための備えなのです。

新たな者となる
霊的な逆境によって生まれ変わると，わたしたち

は新たな者となります。モーサヤ書に記されている

とおり，全人類は再び生まれなければなりません。

つまり，神から生まれ，変わり，贖
あがな

われ，高められて，

神の息子，娘になる必要があるのです。7 マリオ

ン・G・ロムニー第一副管長（1897－1988年）は，そ

の驚くべき力について語りました。「一人一人が同

じような影響を受けます。赤 と々燃える神の御
み

霊
たま

によって心を照らされると，罪と闇
やみ

に覆われた世で

消極的な生活に甘んじていることなどできなくなり

ます。義を推し進め，人々の生活と心を罪の縄目

から解放する積極的な神の代理人となるために自

らを備えるよう，心を駆り立てられるのです。」8

十二使徒定員会のパーリー・P・プラット長老（1807－1857

年）は，この再び生まれるという気持ちをこのように表現しま

した。「わたしにとっては，世界を引っ繰り返すことや，山を

掘り崩すこと，地の果てまで行くこと，アラビアの砂漠を横断

することの方が，神権を受けながら何もしないでいるよりは

たやすいでしょう。聖なる油が注がれた以上は，最後の敵が

降伏し，死が滅び，真理が勝利を収めるまでは，決して休ん

ではいられないのです。」9

残念ながら，過酷な試練の中には，自分自身の愚かさや弱

さ，あるいは不注意や背きが原因である場合があります。こ

4

「こ
れこそ，神が

子供たちに

苦しみを経

験させられる理由で

はないでしょうか。神

は子供たちにいっそ

う御自分に似た者に

なることを望んでおら

れます。神は人間が

過去に味わった苦し

み，あるいは未来に味

わう苦しみとは比較に

ならないほどの苦しみ

を経験されました。で

すから神は，同情と慰

めを最も豊かに注ぐ

ことがおできになるの

です。」――オーソン・

F・ホイットニー長老



の問題を解決するのに最も大切なのは，正し

い道に立ち返ることです。必要であれば，完全

な悔い改めの段階を一つ一つ忠実に踏むので

す。この悔い改めというすばらしい原則を通し

て，多くのことが完全に正され，すべてのこと

がより良い状態になるのです。

助けを受けることができます。だれに助けを

求めたらよいでしょうか。十二使徒定員会の

オーソン・F・ホイットニー長老（1855－1931年）

はこの問いにこう答えています。

「悲しみと苦難の中にあるときには，だれに

助けと慰めを求めるべきでしょうか。……苦し

みを経験した人々です。彼らは自分の苦しい

経験から，同情や慰めを豊かに注いで，今苦

しんでいる人を祝福することができるのです。

苦しみを味わったことのない人にそのようなこ

とができるでしょうか。

……これこそ，神が子供たちに苦しみを経

験させられる理由ではないでしょうか。神は

子供たちにいっそう御自分に似た者になるこ

とを望んでおられます。神は人間が過去に味

わった苦しみ，あるいは未来に味わう苦しみ

とは比較にならないほどの苦しみを経験され

ました。ですから神は，同情と慰めを最も豊

かに注ぐことがおできになるのです。」10

イザヤは救い主がお生まれになる以前に，

救い主のことを「悲しみの人」と表現しました。11

教義と聖約の中で，御自身について救い主は

こう言われました。「その苦しみは，神であっ

て，しかもすべての中で最も大いなる者である

わたし自身が，苦痛のためにおののき，あらゆ

る毛穴から血を流し，体と霊の両方に苦しみ

を受けたほどのものであった。そしてわたし

は，その苦い杯
さかずき

を飲まずに身を引くことがで

きればそうしたいと思った。」12

自分の受ける苦しみを罰であると感じる人も

います。ロイ・W・ドクシーはこう述べています。

「預言者ジョセフ・スミスは教えました。『聖

徒は病気，疫病，戦争など，終わりの時におけ

るすべての裁きを免れるという考えは誤ってい

ス
ティルマン・

ポンドの

家族は

ウィンタークォーターズに

到着しました。

ほかの多くの家族と

同じように，

ポンド家族も

大変苦しいテント生活を

続けました。

ウィンタークォーターズ

までの旅の途中で

5人の子供が

亡くなったのは，

彼らにとって

苦難の始まりに

すぎませんでした。
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ます。試練は背きの結果であるというのは邪

悪な原理です。』（Teachings of the Prophet

Joseph Smith，162）

ジョセフ・F・スミス大管長は教えています。

『病気や苦しみは神の憐
あわ

れみか怒りのいずれ

かによるものであると信じるのは愚かな考えで

す。』」13

パウロはそのことを完全に理解していまし

た。救い主について話しているときにパウロは

こう言いました。

「彼は御
み

子
こ

であられたにもかかわらず，さま

ざまの苦しみによって従順を学び，

そして，全き者とされたので，彼に従順であ

るすべての人に対して，永遠の救
すくい

の源と〔なら

れた。〕」14

苦難の記録
並外れた苦難を経験する人もいます。教会

の初期の時代を生きたスティルマン・ポンドは，

ノーブーにおいて七十人第二定員会の会員で

す。教会設立後間もなく改宗した人物で，マサ

チューセッツ州ハバードストンの出身でした。

ほかの会員たちと同じように，スティルマンと

妻のマリアと子供たちは迫害を受け，ノーブー

を追われました。1846年9月，彼らは西部への

大移民団に加わりました。マラリア，コレラ，結

核が流行したその年の初冬，ポンド家族は言語

に絶する苦難を経験します。この3つのすべて

の病気にかかったのです。

マリアは結核になりました。子供たちは全員

マラリアにかかりました。降り始めたばかりの

雪の中を旅している間に3人の子供が亡くなり

ました。スティルマンはその子供たちを平原に

埋葬しました。悲しみと心痛とマラリア熱のせ

いで，マリアの病状は悪くなる一方でした。彼

女はもはや歩くこともできません。病気で衰弱

しながら，マリアは双子を産みました。しかし，

ジョセフとハイラムと名付けられた双子は，数

日のうちに亡くなりました。

スティルマン・ポンドの家族はウィンタークォー

ターズに到着しました。ほかの多くの家族と同

じように，ポンド家族も大変苦しいテント生活を

続けました。ウィンタークォーターズまでの旅の

途中で5人の子供が亡くなったのは，彼らにとっ

て苦難の始まりにすぎませんでした。

ホレス・K・ホイットニーとヘレン・マー・ホ

イットニーの日記によれば，スティルマン・ポン

ドはさらに4人の子供を失っています。

「1846年12月2日水曜日，ローラ・ジェーン・ポン

ド，14歳，……寒さと熱のため死亡。」2日後の

6

ペ
テロはこう

言っています。

「あなたがたの

信仰はためされて，

火で精錬されて……

イエス・キリストの

現れるとき，

さんびと栄光と

ほまれとに

変
かわ

るであろう」

「
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「1846年12月4日金曜日，ハリエット・M・ポンド，11歳，……寒さ

のために死亡。」3日後の「1846年12月7日月曜日，アビゲール・

A・ポンド，18歳，……寒さのために死亡。」それからわずか5

週間後の「1847年1月15日金曜日，ライマン・ポンド，6歳，……寒

さと熱のために死亡。」15

4か月後の1847年5月17日，妻のマリア・デービス・ポンドも

亡くなりました。平原を渡って，スティルマン・ポンドは9人の

子供と妻を亡くしたのです。彼はユタで傑出した開拓者とな

りました。後に七十人定員会の指導者になっています。ス

ティルマン・ポンドは，平原を渡って9人の子供と妻を亡くし

ましたが，信仰は失いませんでした。彼は途中で投げ出すこ

となく前進しました。多くの先達や後輩と同じように，神を知

るために犠牲を払いました。

天の羊飼いはすべての人に，希望と力と解放のメッセージ

を持っておられます。もしも夜がなければ，昼に感謝するこ

とはないでしょうし，星や広大な天を目にすることもないで

しょう。わたしたちは，甘さとともに苦さも味わわなければな

りません。日々遭遇する逆境には神の目的があるのです。

逆境は人を備え，清め，人から不純なものを取り除きます。

だからこそ，逆境は祝福となるのです。

バラの花を摘むには，とげに触れざるを得ないときがよく

あります。同じ茎についているからです。

精錬する者の火から，栄光に満ちた解放がもたらされます。

それは，気高く，永続する再生を得させてくれます。神を知

るために払う犠牲は，必ず報われます。神聖な静寂が訪れ

ます。眠っていた，内なる力が目を覚まします。心地よい義

の外套
がいとう

に包まれて守られ，霊的なぬくもりを得るのです。祝

福を数え上げていると，自己憐憫
れんびん

は消えていきます。

精錬を耐える人には，必ず永遠の祝福が与えられます。

主御自身がこう教えておられるからです。「最後まで堪え忍

ぶ者だけが救われる。」16 イエスがキリストであり，天の救い

主であられることを証
あかし

します。主は生きておられます。主の

言葉は優しく，永遠の命をもたらすのです。■
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ホームティーチャーへの提案

このメッセージをよく祈って研究した後，あなたが

教える人々の参加を促すような方法を用いて分かち

合ってください。幾つかの例を以下に紹介します。

1．金の指輪，あるいはその絵か写真を掲げる。金に

は初めたくさんの不純物が混じっていることを説明す

る。熱を加えることによって不純物が分離し，金が純

粋で美しくなることを説明する。そのことと試練を乗

り越えることとを比べ，使徒パウロの次の教えについ

て証する。「あなたがたの信仰は……，朽ちる外はない

金よりもはるかに尊い。」

2．人が試練に遭う理由を家族に挙げてもらう。こ

のメッセージの中にある開拓者の話を読む。これらの

開拓者たちはどのような点で，試練によって精錬され

ることの模範であるか話し合う。この開拓者たちのよ

うに，試練に遭ったときにはだれに頼るべきか，家族

に聞く。救い主が最高の助言者であられることについ

て証する。

3．このメッセージの「苦難の記録」の項を声に出して

読み，試練の結果もたらされた祝福のリストを作る。試

練を通して得た祝福について話すよう，家族に勧める。



今
日は日曜日です。聖餐

せいさん

会が始

まります。けれども，家族が

自分を除いてだれも教会に

行きたがらないとしたら，どうしますか。

そのようなとき，ペルー・トルヒーヨ・プ

リマベラステーク，ロスハルディネス

ワードのリカルド・ナバス・ルイスは，ワ

イシャツを着てネクタイを締めて，一人

で教会まで歩きます。しかも，監督が集

会の準備をするのを手伝えるように少

し早く到着するのです。

リカルドはこう言います。「ぼくはトル

ヒーヨで執事に召されていることがうれ

しいです。神権を持つことは，ぼくに

とって大きな意味があります。」

現在，ワードにいるたった3人の執事の一人であるリカルド

は，3年間，毎週一人で教会まで歩きました。リカルドが2歳

のときには家族のほとんどが教会の会員でしたが，7歳にな

るころには，だれも教会に出席したいと思わなくなりました。

それでも教会に行きたいというリカルドの気持ちは変わりま

せんでした。

「バプテスマを受ける準備がした

かったんです。すべてをわきに置いて

御
み

霊
たま

を感じたいと思いました。ぼくの

一番の望みは宣教師になることです。

教会にずっと来ているのは，そのため

でもあります。」

リカルドはいろいろな方法ですでに

伝道活動を始めています。リカルドの

祖母，マビラ・ルイス・カルデナスはこ

う言います。「リカルドはわたしの模範

でした。いつも教会に行っていたから

です。」マビラは数年間，家族を訪ね

て来た宣教師の話を聞いてきました。

リカルドもいつも一緒に福音を学び，

毎週日曜日に忠実に教会に出席しまし

た。マビラに賛美歌を教えることもあ

りました。

リカルドは8歳になり，一人で教会に

出席していましたが，まだバプテスマ

の準備ができたとは感じませんでし

た。でも，リカルドはこう言います。

「おばあちゃんにバプテスマを受ける

準備ができたら，きっとぼくにもできる

はずです。」こうしてリカルドはマビラと同じ日に，10歳でバ

プテスマを受けました。

リカルドはマビラについてこう話します。「おばあちゃんは

お母さんのようです。ぼくが小さいときから育ててくれまし

た。」リカルドは祖父母と4人のおじと住んでいます。「おじ

いちゃんはパーキンソン病にかかっているので，いすに座れ

るようにしてあげたり手伝いをしたりします。」リカルドはい

リカルドは毎週，教会まで
一人で歩きました。
その模範が
すべてを変えたのです。

ポール・バンデンベルゲ

教会機関誌

き　ょ　う

リカルド・ナバス・ルイスと

祖母のマビラは大親友です。

リカルドの模範のおかげで，

今は毎週日曜日に

教会まで一緒に歩きます。

一人で一人で
リカルドは



つも模範によって家族を教えようとしています。「教会に行く

ことで模範になれるよう頑張っています。ぼくが正しい道を

歩んでいるとき，家族はぼくを見るからです。家族にも教会

に来てほしいです。」

家族の中で教会に活発に集っているのは，リカルドとマビ

ラだけですが，リカルドはこう言います。

「ぼくたちは皆で家庭の夕べをします。」

毎週月曜日に皆の前でレッスンを教

えるのは幼いリカルドです。「ぼく

は家庭の夕べのレッスンにモル

モン書と聖書を使います。物

語を読んでから証
あかし

を述べます。

時々，執事のためのレッスンテ

キストを使うこともあります。」

リカルドは友達や近所の人に

も証を伝えています。「近所の友

達にキリストや預言者，ニーファ

イについて話します。また信仰や祈

りがどのように生活の中で役立つかに

ついて教会で聞いたことを話します。そ

のまま聞いてくれる人もいれば，聞かずに

行ってしまう人もいます。これはぼくが模範を

示せる方法の一つです。」

リカルドはもう教会まで一人で歩くことはありませ

ん。今は毎週日曜日にワイシャツを着てネクタイを締め

て，祖母と一緒に手をつないで行きます。いつの日か，

たくさんの人を連れて教会に行くようになるでしょう。■

太

平

洋

ペ
ル
ー
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ヤングアダルトの皆さん，

わたしは

皆さん一人一人に，

神殿が

皆さんを祝福することを

強調します。

まだ参入したことのない

皆さんをも

祝福するのです。

神
殿について話します。皆さんがこの

教義を掘り下げ，その栄光の偉大さ

を探求し，永遠にわたる重要性を理

解できるように手助けをしたいのです。

神殿は目新しいものではありません。「主は

いつも御自分の民，すなわち御言葉に聞き従

う人々がこの地上に存在するとき，彼らに神殿

を建てることを命じてこられた」とあります

（『聖句ガイド』「神殿；主の宮」の項，139－140

参照）。旧約聖書には神殿の儀式や聖約，さら

には神殿の衣服についてさえ多くの記述が見

つかります（例えば，出エジプト28－29章；レ

ビ8章など参照）。

聖書の中で最も知られている神殿は，ソロ

モンの時代にエルサレムに建設された神殿で

す。主はその聖なる宮を自ら受け入れられま

した（歴代下7：12参照）。その一部は紀元前

600年に破壊されました。

それからおよそ100年後，ゼルバベルによっ

て修復されました。この建物は紀元前37年に

一部焼失しますが，その後ヘロデが「神殿の山」

の敷地を拡大して地ならしを行い，第2の神殿

の再建に着手しました（『聖句ガイド』「神殿；主

の宮」の項，139－140参照）。

これがイエスの時代に建っていた神殿です。

少年イエスを見失い母親が心配しながら捜し

ていたとき，イエスはこの神殿におられたので

す（ルカ2：43－49参照）。

最初の宮清めのとき，イエスはそこを「わた

しの父の家」と呼ばれました（ヨハネ2：16。

13－16節参照）。次の宮清めでは，「わたしの

家」と呼んでおられます（マタイ21：13；マルコ

11：17）。神殿がさらにひどく汚されることを

知っていたイエスは，「おまえたちの家は見捨

てられてしまう」と言っておられます（ルカ13：

35）。紀元70年に神殿が破壊されたとき，その

預言は現実となりました。

当時の神殿の一部で今は「嘆きの壁」と呼ば

れている壁の左手に，地下道があります。数年

前，ネルソン姉妹とわたしはエルサレムを訪れ，

その地下道に入り，最新の発掘品の案内を受

けました。そこでは，ユダヤ人のラビがエルサ

レムに第3の神殿が建設される日を祈り求めて

いました。

モルモン書により，ニーファイが「ソロモンの

神殿に倣
なら

って」一つの神殿を建てたことが分

かります（2ニーファイ5：16）。ただしニーファ

イの神殿は，ソロモンの神殿ほど飾り立てられ

てはいませんでした。

「アダムからイエスのときまで，神殿の儀式は生

者だけを対象に行われた。イエスが……霊界

十二使徒定員会

ラッセル・M・ネルソン

写
真
／
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
･
ス
ミ
ス
、
特
記
し
た
も
の
を
除
く
。
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
背
景
／©

A
R
T
B
E
A
T
S
.

「
天
使
モ
ロ
ナ
イ
」
ア
バ
ー
ド
･
T
･
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
画
、
教
会
歴
史
美
術
博
物
館
の
厚
意
に
よ
り
掲
載

メ
キ
シ
コ
・
モ
ン
テ
レ
ー
神
殿
の
写
真
／
ア
ン
ド
レ
･
エ
ス
ト
ラ
ダ
･
エ
ス
ク
デ
ロ



で福音を宣
の

べ伝える道をお開きになってからは，死者と生者の

業が神殿で行われるようになった。」（Bible Dictionary，

“Temple”の項，781）

聖約の子孫
神殿について読むと，神が忠実に従う者たちと交わさ

れた聖約についても学ぶことができます。彼らは神

の「聖約の子孫」と呼ばれています（3ニー

ファイ20：26。25節；使徒3：25参

照）。およそ4,000年前，神はアブ

ラハムと聖約を交わし，全地の

民がアブラハムの子孫により

祝福を得ると約束されました

（創世17：7；22：18；アブラハム2：9－11参照）。そして，そ

れはイサクにも告げられ（創世26：1－4，24参照），ヤコブに

も約束されました（創世28章； 35：9－13；48：3－4参照）。

この聖約を糸にたとえるなら，この糸は，旧約聖書，新約聖

書，そしてモルモン書という布地の隅々にまで織り込まれて

います（例としてモルモン書のタイトルページを参照）。この

聖約は，この神権時代における万物の回復に伴って，神によ

り更新されました（教義と聖約124：58参照）。

預言者たちは，アブラハムの聖約が「末日に」しか成就し

ないことを知っていました（1ニーファイ15：18）。末日とはす

なわち現代です（教義と聖約110：12－16参照）。わたしたち

は聖約の民なのです。これがほんとうに意味するところは何

でしょうか。一緒に聖文から学んでみましょう。

モーサヤ書第5章7節にはこうあります。「あなたがたが交

わした聖約のために，あなたがたはキリストの子と呼ば

れ，キリストの息子および娘と呼ばれる。見よ，

それは，今日
こんにち

キリストが霊的にあなたがたを

子としてもうけられたからである。あなた

神
殿推薦状を

受けるに

ふさわしい

高い標準を守るなら，

内なる平安と

霊的強さを

見いだすことが

できます。



がたは，キリストの御名
み な

を信じて心が改まったと言う。だか

ら，あなたがたはキリストから生まれ，キリストの息子および

娘となったのである。」

第三ニーファイ第20章25節で，イエスはこのように述べて

おられます。「あなたがたは預言者たちの子孫であり，イス

ラエルの家に属する者であり，父があなたがたの先祖と交

わされた聖約を受けている者である。父はアブラハムに，

『あなたの子孫により，地のすべての部族は祝福を受けるで

あろう』と言われた。」

聖なる宮において，わたしたちは文字どおりにアブラハム，

イサク，ヤコブの血統に約束された祝福を受けます。

神殿と結び固めの権能が回復される
回復の業の中で，神殿の業は優先的に扱われました。仕

える天使により与えられた最初の啓示にこの教義が含まれ

ています。教義と聖約第2章に記録されているこの啓示はマ

ラキ書第4章を繰り返したものです。モロナイはエリヤが現

れることを予告しました。エリヤは父の心をその子供たちに

向けさせ，子供たちの心をその父に向けさせます（マラキ

4：5－6；教義と聖約2：1－2参照）。

1836年4月3日，過越
すぎこし

の祭の初日であるイースターの日曜日に，

確かにエリヤが現れました。天使モロナイの預言と寸分違わ

ず，彼は結び固めの権能の鍵
かぎ

を与えるためにカートランド神

殿を訪れました（教義と聖約110：14－16）。

神殿では，神の力が現れる儀式が行われます

（教義と聖約84：20参照）。これらの儀式と神権の

権能がなくては，「肉体を持つ人間に神性の力

は現れない」のです（教義と聖約84：21）。

現代の神殿の壁には「聖
きよ

きを主に捧
ささ

ぐ」

とあります（出エジプト28：36；39：30参

照）。この言葉は建物について述べ

ているのでしょうか。そのとおりで

す。しかし，神殿の儀式と聖約，

そしてその中で礼拝をする

人々のことも指しています。

回復のための神殿
カートランド神殿は準備の

ための神殿でした。カートラ

ンド神殿は現在でも，それ

を建設した人々の信仰の記

念碑として建っています。

12

後に聖徒がイリノイに到着したとき，主は彼らに再度神殿を

建設するようにお命じになりました。なぜでしょうか。

教義と聖約第124章29節から30節にはこうあります。

「それは，彼ら，すなわちわたしの聖徒たちが死者の代わ

りにバプテスマを受けるバプテスマフォントが地上にないか

らである。

すなわち，この儀式はわたしの家に属するものであ〔る。〕」

32節には厳しい警告があります。「もしあなたがたが……

これらのことを行わなければ，あなたがたの死者とともに，

あなたがたは教会として拒まれるであろう，と主なるあなた

がたの神は言う。」

40節にはこう書かれています。

「わたしの名のためにこの家を建

てて，わたしがそこで民に儀式を

示すことができるようにしなさい。」

第128章は前書きにこの章が書

簡であることが記載されています。

なぜ預言者ジョセフ･スミスは聖徒

たちに直接語りかけるのではなく，

手紙をしたためたのでしょうか。

聖
なる

宮において，

わたしたちは

文字どおりに

アブラハム，イサク，

ヤコブの血統に

約束された

祝福を受けます。



その当時，ジョセフは身を潜めていました。怒りに満ちた暴

徒に追われていたのです。自宅に帰ることもできず，友人の

エドワード･ハンターの家に隠れていました。エドワード･ハ

ンターの家で記された，驚くべき言葉を読んでみましょう。

「わたしは今，死者のためのバプテスマの件を再び採り上

げます。敵に追われてからこのかた，この事項が

わたしの心を占め，わたしの気持ちに最も重くの

しかかっているように思われるからです。……

……これらは死者と生者に関する原則であり，

わたしたちの救いに関して軽 し々く見過ごすこと

のできないものです。彼らの救いはわたしたちの

救いにとって必要であり，不可欠だからです。そ

れは，パウロが先祖について，わたしたちなしに

は彼らが完全な者とされることはないと言ってい

るように，わたしたちの死者なしには，わたしたち

も完全な者とされることはないのです。……

……先祖と子孫の間にある事項について固い

つながりがなければ，地はのろいをもって打たれ

る……。……死者のためのバプテスマ〔は〕……神権時代と

鍵と力と栄光のすべての，ことごとくの，完全な和合と結合が

起こ〔るために〕必要……です。……世の初めからまだ一度も

示されておらず，知恵のある者や賢い者から隠されてきた

数々の事柄も，この時満ちる神権時代に……示されることで

しょう。」（1，15，18節）

聖徒たちは聞き従い，ノーブーに神殿を建設しました。その

後，その地から脱出し神殿を失うまでの間に，約6,000人の聖

徒がエンダウメントと結び固めを受けました。現在，ノーブー

神殿は壮麗な姿に再建され，多くの人々が参入しています。

ノーブーの脱出からおよそ30年の後に，ユタ州セントジョー

ジ神殿が完成しました。死者の身代わりの儀式が系統立てて

行われた最初の神殿です。

ブリガム･ヤングは，1877年1月1日，ユタ州セントジョージ

神殿の下の階の奉献式においてこのように述べました（ヤン

グ大管長はその年に亡くなっています）。

「先祖たちが死者の中から語ることができるとしたら，どの

ようなことを言うと思いますか。『わたしたちはこの神権時代

が来るのを待って，獄のようなこの家に何千年も横たわってき

た』とは言わないでしょうか。……彼らはわたしたちの耳もと

で何をささやくでしょうか。もし彼らに力があれば，天の雷の

ようにその声をとどろかせることでしょう。もしわたしたちがこ

の業の大切さを理解していれば，自らそれを行っていることで

しょう。天上の使いたちは皆，この一握りの民に目を注ぎ，人

類家族の救いのために働くように促しています。

……わたしはこのことに思いをはせると，7つの

雷が火炎の舌をもって人々を眠りから覚まさせてくれたらと思

うほどです。」1

絶えることのない啓示
1894年，ウィルフォード･ウッドラフ大管長（1807－1898年）

は，教会員に次のように指示しました。「末日聖徒の皆さん，

今からできるかぎり系図をたどり，父親や母親と自分を結び

固めてください。子供たちを両親に結び固め，この鎖をでき

るかぎり長くつないでください。……これはこの民への主の

御
み

心
こころ

です。」2

家族歴史を探究する目的は，先祖のために神殿の儀式を

行うことができるよう，名前と情報を手に入れることです。

教義と聖約第138章は，ジョセフ･F･スミス大管長（1838－

1918年）の偉大な働きの中でも，最も重要な啓示です。この

啓示はスミス大管長が亡くなる前月に与えられました。その

ような特殊な状況にあった大管長は，この地上にいながらに

して次の世を見通せたのです。この啓示が与えられたのは

1918年10月のことだと記録されています。

11節以降を引用します。「死者が小さな者も大いなる者も

ともに群れを成しているのが見えた。

非常に多くの正しい者の霊が，一つの場所に集まっていた。

彼らは死すべき世に住んでいた間，イエスの証
あかし

に忠実で

あった者たちであり……

彼らは集まって，神の御子が霊界に来て死の縄目からの

ノ
ーブーから脱出し，

神殿を失うまでの

間に約6,000人の

聖徒がエンダウメントと

結び固めを受けました。

現在，ノーブー神殿は

壮麗な姿に再建され，

多くの人々が

参入しています。
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贖
あがな

いを宣言されるのを待っていた。……

この大群衆が死の鎖からの開放の時を喜び，語り合いな

がら待っていると，神の御子が現れて，……囚
とら

われ人に自由

を宣言された。

また，そこにおいて神の御子は，永遠の福音と復活の教義，

堕落からの人類の贖い，および悔い改めを条件とする個人

の罪からの贖いについて彼らに宣
の

べ伝えられた。」（11－12，

16，18－19節）

51節にはこうあります。「この預言者たちを主は教え，彼

らに力を与えて，彼らが，主が死者の中から復活された後に

出て来て，御父の王国に入り，そこで不死不滅と永遠の命を

冠として受け〔る者となるようにされた。〕」

その冠を受けられるようにしてくれるのが神殿です。この

ような知識を持っているわたしたちは，どれほど感謝すべき

でしょうか。

本題からはそれますが，数年前にあったすばらしい経験を

紹介します。ネルソン姉妹とわたしは，スペンサー･W･キン

ボール大管長（1895－1985年）夫妻に同行して，ある活動に出

席するという特権にあずかりました。そのとき，

我が家の5歳の息子も一緒でした。わたしは息

子に，寝室の壁にはってある写真のことをキン

ボール大管長に話す

よう言いました。息子

は素直に答えました。

「神殿です。」

キンボール大管長

は全世界にある神殿

のことを念頭に置き

ながら尋ねました。

「どの神殿？」

まだ幼く，視野の

狭い息子はその質問

に困惑しましたが，少し考えてから答えました。

「もちろん，結婚する神殿です。」キンボール大

管長は満面に笑みを浮かべました。

ハワード･W･ハンター大管長（1907－1995年）

は亡くなる前の年の1994年，次のように語りまし

た。「……主の宮を，教会員であることの崇高

な象徴とし，最も聖なる聖約を交わす至高の

場所として確立してください。……神殿が

近くにないために，すぐにあるいは頻繁に

参入できないとしても，すべての成人会

14

員が有効な神殿推薦状の発行を受け

るふさわしさを身に付けられるよう

に，また推薦状を所持できるように

願っています。」3

ゴードン･B･ヒンクレー大管長はこ

れを再度強調しています。ヒンク

レー大管長は，神殿と家族歴史の

業を飛躍的に発展させました。

1999年3月には，ファミリーサーチ

預
言者ジョセフ･

スミスは

「先祖と

子孫の間に……固い

つながりがなければ，

地はのろいをもって

打たれる」と

述べました。



（FamilySearchTM）というインターネットサービスが開設され，

現在は平均して毎日5万件以上のアクセスがあります。その

試みの一部である系図供給ファイル（Pedigree Resource

File）を通して，毎月100万を超える名前が登録されています。

しかも，すべてが血統のつながった名前です。データベース

には10億以上の名前が登録されています。

ヒンクレー大管長が副管長に召された1981年には，教会に

幾つの神殿があったでしょうか。19です。現在は122を数え

ます。さらに多くの神殿が建設中であり，ほかにも建設の予

定が発表されています。

神殿に対して個人を備える
ヤングアダルトの皆さん，わたしは皆さん一人一人に，神

殿によって皆さんが祝福を受けられることを強調します。参

入する前から祝福を受けることができます。神殿推薦状を受

けるにふさわしい高い標準を守るなら，内なる平安と霊的強

さを見いだすことができます。今こそ主の目に不快なものか

ら生活を清める時なのです。今こそねたみや怒りを捨て去

り，ささいな罪にも赦
ゆる

しを求める時なのです。

数年前，大管長会は神権指導者に，神殿推薦状を受ける

のに適切な時期に関する手紙を送付しました。その中から

引用します。

「10代後半ならびに20代前半の独身会員で伝道の召しを

受けていない人，まだ神殿結婚のための婚約を取り交わし

ていない人には，自身のエンダウメントの神殿推薦状を発行

すべきではありません。しかし，このような人々は限定推薦

状を受けて死者のためのバプテスマを受けることができま

す。家族や友人の神殿結婚に参列したいと望んでいることは，

ヤングシングルアダルトがエンダウメントを受ける十分な理由

にはなりません。」（2002年11月12日付。2005年6月21日付，大

管長会からの手紙も参照）

この指示は「10代後半ならびに20代前半」の独身者に向け

たものであることに注意してください。何年か後に，彼らが

結婚し，あるいは安定した信仰を持つようになり，神殿での

礼拝が人生における優先事項となるように願っています。

最初に神殿に参入する前に，神殿準備セミナーに参加す

ることは助けになるでしょう。そして，監督または支部長か

ら受け取る『聖なる神殿に参入する備え』4という小冊子を

読むのもよいでしょう。このようなことが，神殿の儀式と聖約

の崇高さを理解する助けとなります。

今この場で神殿結婚を決意し，神殿を念頭に置い

た交際をしてください。皆さんと皆さんの伴侶
はんりょ

が聖

なる宮の祭壇にひざまずくとき，二人は対等なパートナーで

す。皆さんは永遠の家族となります。霊性，愛，真の連帯感

をむしばむものは何であっても主の御心に反しています。こ

れらの神聖な儀式や聖約に対する誠実さにより，皆さんと将

来生まれる子孫に永遠の祝福がもたらされます。

緊急性と特権
2003年3月11日付けの大管長会からの手紙に，身代わりの

神殿の業がいかに急を要するかが強調されています。その

メッセージは全会員に向けられており，次のように書かれて

います。「わたしたちの数知れぬ先祖は，神殿の儀式の恩恵

にあずかることなく地上での生涯を送りました。……

主の宮で執り行われるすべての儀式は，人の魂が不死不

滅であるという根源的，基本的な教義へのわたしたちの信仰

を体現するものとなります。」5

愛する兄弟姉妹，主は現代のことをあらかじめ御存じでし

た。「わたしがイスラエルの家に立てる契約はこれである。

すなわちわたしは，わたしの律法を彼らのうちに置き，その

心にしるす。わたしは彼らの神となり，彼らはわたしの民と

なると主は言われる。」（エレミヤ31：33）

わたしたちは主の民であるため，「王位，王国，公国，およ

び力，主権……を受け継」ぎ，「すべての事柄について昇栄と

栄光を受ける」ことでしょう（教義と聖約132：19）。これはわた

したちの受け継ぎであり，特権です。そのことを証します。■

この記事は，2003年5月4日に，ユタ州ソルトレーク・シティーで行われた教会教育

システム衛星放送の説教を基に書かれました。

注
1.『歴代大管長の教え――ブリガム･ヤング』339，327。教義と聖約138：47－50

も参照

2. The Discourses of Wilford Woodruff，G･ホーマー･ダラム選（1946年），

157

3. ジェームズ･E･ファウスト「ハワード･W･ハンター大管長――空を飛ぶ鷲の

ように」で引用，『聖徒の道』1994年9月号，2－4

4. この小冊子は神殿準備セミナーの生徒用テキストとしても使用される（カタ

ログ番号36793 300）

5.「大管長会からの手紙」『リアホナ』2004年3月号，47
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ス』で，アリスはチェシャ猫に近づいて尋ねま

す。「ちょっとおたずねいたしますが，ここから

どちらのほうへいけばよろしいのでしょう

か？」（訳注――会話部分は，岩波書店刊，田

中俊夫訳『ふしぎの国のアリス』から引用，以

下も同じ）

「それはおまえのいきたいと思うところ次第

さ」と猫は言いました。

「どこでもかまわないのです。」

「じゃあ，どっちへいこうとおなじことだよ」

と，猫は言いました。

「どこかへいき着くことさえたしかならば」と

アリスは説明を付け加えました。

すると猫は興味深い真理を語りました。

「なあに，それは大丈夫いきつくさ。ど

んどん歩いていきさえすればね。」

わたしたちの多くが，どこへ行き

たいのかをはっきりと自覚すること

もなく，「このままどんどん行きさ

えすればどこかへ行き着く」と思

い込んで進んでいるのではな

いでしょうか。「どこかへ」で

は不十分です。どこへ行きた

いのかを自覚し，そこへ到達

できるようにしっかりと決意しなけ

ればなりません。そして，早い時期からそ

の知識と決意をしておく必要があります。

アルマは述べています，「わが子よ，忘れず

に若いうちに知恵を得なさい。まことに，神の

戒めを守ることを若いうちに習慣としなさい。」

（アルマ37：35）これがすべてを語っています。

すぐに実行しましょう。

神
殿結婚という言葉は，永遠の結婚を

執り行ってもらうためにどこで結婚す

るかを表しています。これに対し，日

の栄えの結婚とは，神殿結婚の儀式で交わした

神聖な聖約に忠実であることです。つまり，日

の栄えの原則に基づいて結婚生活を送ること

です。

日の栄えの結婚には，聖約を交わした後に，

幸福と昇栄に至る，ふさわしく献身的な生活を

続けることが求められます。律法にかなった

生活を送るなら，伴侶
はんりょ

とともに，そして家族とと

もに地上に小さな天国を築くことができるで

しょう。

日の栄えの結婚ほどすばらしい

ものはほかにありません。

ルイス・キャロルの物語

『不思議の国のアリ

結婚する前に，

相手が何をほんとうに

望んでいるのかを

見極めてください。
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神殿推薦状
一度
ひとたび

日の栄えの結婚をしようと決意したなら，日の栄えの結

婚について学び，実現するために必要なことを実行しなけれ

ばなりません。

神殿に参入するには，推薦状と呼ばれるものが必要となり

ます。最初に監督か支部長が綿密な面接を行います。それ

からステーク会長か伝道部長が面接します。以下は，面接で

尋ねられる質問の一部です。

「あなたは永遠の父なる神とその御子イエス・キリストと聖

霊に対して，信仰と証
あかし

を持っていますか。

キリストの贖罪
しょくざい

と，救い主，贖
あがな

い主としての主の役割に対

して，証を持っていますか。

この末日における福音の回復に対して，証を持っていますか。

末日聖徒イエス・キリスト教会の大管長を預言者，聖見者，

啓示者として支持していますか。また大管長が，すべての神

権の鍵
かぎ

を行使する権限を託された，地上で唯一の人である

ことを認めていますか。大管長会ならびに十二使徒定員会

の会員を預言者，聖見者，啓示者として支持していますか。

教会のそのほかの中央幹部と地元の管理役員を支持してい

ますか。

純潔の律法を守っていますか。

自分の家族に対して，教会の教えと一致しない行いをして

いませんか。

自分が交わした聖約を守り，聖餐
せいさん

会や神権会などの集会

に出席し，福音に定められた律法や戒めを守るために努力

していますか。

隣人といつも正直に交際していますか。

什分
じゅうぶん

の一を完全に納めていますか。

知恵の言葉を守っていますか。

神権役員のもとで解決しておかなければならな

い罪や過
あやま

ちを過去に犯していて，まだ完全に解決

していない事柄はありませんか。

あなたは自分には，主の宮に入って神殿の儀式

を受ける資格があると思いますか。」

結婚と関連づけながらこの推薦状について考え

ることは大切です。つまり，この世においても永遠

にわたってもともに生活しようとする伴侶を選ぶと

きは，自分にこう問いかけるのです。「彼（または彼

女）は，この推薦状を得るにふさわしい生活を送る

ことが確かにできるだろうか。」

結
婚は

山登りに

似ています。

自分と伴侶
はんりょ

を

ロープで結び，

人生の山を

登り始めます。



推薦状をもらうと神殿に参入してエンダウメントを受けるこ

とができます。神殿で結婚する前に，すなわち夫や妻として

結び固められる前に，エンダウメントの儀式を受けます。

わたしたちには，末日聖徒イエス・キリスト教会の会員とし

て，日の栄えの結婚に向けて計画を立て，準備する特権があ

ります。

伴侶を選ぶときには，あなたがた二人が日の栄えの結婚関

係を築きたいと心から願っているか，永遠の

家族を持ちたいと願っているか，永遠の伴

侶を得て，天の御父のもとで暮らしたい

という望みを抱いているかを確認して

ください。

互いに支え合う
結婚は山登りに似ています。自分と伴

侶をロープで結び，人生という山を登り始め

ます。二人に子供が生まれると，父親と母親である自分

たちにその子供をロープで結んで登り続けます。ロープ

は山を登る人をしっかりとつないでくれるでしょう。しか

し，そこには自然の脅威である風雨や雪，氷などが待ち

構えています。この世の脅威は，皆さんを永遠の山から

引きずり下ろそうと襲うことでしょう。頂上へはどうし

たら到達できるでしょうか。

ある人はその答えとしてこのように言いました。

「わたしを引き上げてください。わたしもあなた

を引き上げます。そうしてともに登りましょう。」

これは何を言っているのでしょうか。

わたしはあるとき，この言葉の意味をよく表す経験をしまし

た。ハーバードビジネススクール（訳注──ハーバード大学

の大学院）にいたころです。わたしの能力はほぼ限界に達し

ていました。スクールでの1年目，教師のおかげで生徒たち

がそれまでに築いていた自信は粉々に砕かれてしまいます。

彼らがスクールへ入学する前にどんな功績を上げていてもで

す。それまでの人生で学んだことを越えて前進するのがどん

なに大変か身にしみて分かるのです。

そのように学業と必死に取り組んでいたとき，伝道部長は

わたしに長老定員会の会長になるように言いました。人生の

中で教会での責任について疑問を抱いたのは，唯一そのと

きだけでした。皆さんも次のような疑問を持つことがあるで

しょう。「奉仕する時はいつですか。」その問いにわたしが

出せる唯一の答えはこうです。「求められたときです。」

わたしは家に帰り，妻に言いました。「長老定員会の会長

になれば，勉強に支障を来すかもしれない。」すると彼女は

次のように言いました。この言葉は長年わたしを力づけてく

れました。「ボブ，わたしはハーバードの修士号を取得して

いる夫よりも，活発な神権者の夫を持ちたいわ。」そしてわ

たしを抱き締めると，「学業も教会の責任も，二人で頑張りま

しょう」と言いました。これが永遠のパートナーシップです。

教義と聖約には（この節を書き留めてポケットに入れ，

チャレンジに出遭ったときに読み返していただきたいと

思います）こう書かれています。「それゆえ，あなた

のすべての生き方により，またすべての祈りにより，

すべての訓戒により，すべての行いにより，あなた

の兄弟たちを強めなさい。」（教義と聖約108：7）

言い換えると，わたしたちは毎日，話すとき，祈

るとき，訓戒によって，行いによって互いに助

け合わなければならない，ということです。

永遠の進路を決める
進路を決め，自分が今どこへ行こうとしてい

るのかを自覚することはとても重要です。どうぞ，

多くの人とデートをしてください。どうぞ，どんな人

と一緒にいたいのかを自覚してください。そして，皆

さんが接する独身成人たちを助け，多くの人と交際す

るよう勧めてください。

結婚する前に，相手が何をほんとうに望んでいるのか

を見極めてください。そのためには，相手が集会に出席し，

証を持ち，永遠のゴールについて話すことができる人なのか

どうか知ることです。

主の祝福が皆さんとともにあるように祈っています。神が

生きておられ，イエスがキリストであられることを知っていま

す。わたしが人生で不幸や落胆や悲しみに出遭ったときは，

わずかといえども主の教えから外れたときでした。そのこと

を証します。皆さんが真の幸福を得られますように。日の栄

えの結婚の喜びを，地上における小さな天国のような家庭を

通して見いだせるように祈っています。■

この記事は，1976年11月9日，ブリガム・ヤング大学ディボーショナルでの話を基に

書かれました。
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「両親はとても悲惨な離婚をしました。わたしも

結婚したら離婚してしまうのではないかと心配しています。」

「結婚したら，家族を養っていけるでしょうか。」

独身の末日聖徒の中には，このような恐れを抱いて結婚に

踏み出せない人々がいます。では，どうしたら恐れの気持ち

を克服し，愛に代えることができるでしょうか。

たとえ恐れを完全に消し去るのは難しくても，主に頼るな

ら，幸福な結婚生活を送れるように天の御父の助けがあるこ

とを，多くの教会員が学んでいます。

離婚に対する恐れ
もしかすると自分が離婚を経験していたり，両親や近しい

人が離婚していたりする場合もあるでしょう。また昨今の離婚

の増加が，心に重くのしかかっているかもしれません。多くの

独身成人が，離婚するかもしれないという恐れからあえて結

婚せずに，幸福で満ち足りた永遠の結婚とし得る機会を逸し

てしまっています。しかし主の助けを願い求めるなら，周囲の

人から貴重な教訓を学ぶことができます。たとえそれがつらく

悲しい経験から得たものだとしてもです。そして信仰をもって

前進し，幸福な結婚は実際に可能であると分かるのです。

イギリスのブリストルに住むスコット・バロックは，18歳の

ときに両親が離婚しました。その結果，自分もいつか離婚す

るのではないかという不安を抱くようになりました。しかし両

親の経験から，重要な教訓も学びました。

「両親が離婚したために，ぼく自身はあまり気軽にデートで

きませんでした」とバロック兄弟は語ります。「結婚の聖約を

とてもまじめに考えたのです。」

バロック兄弟は抱いていた心配について，結婚する前に

姉妹と話し合い，いつも祈って聖文を読みました。

「大きな効果がありました」とバロック兄弟は話します。「お

かげで言い争いも減り，二人が抱いていた多くの恐れもなく

なったのです。」

「ニーファイの語った『わたしは行って……行います』（1ニー

ファイ3：7）という言葉からすばらしい原則を学ぶことができま

す」とバロック兄弟は語ります。「恐れがあると，もっと天の御

父に頼れるようになります。御父は道を備えてくださいました。」

バロック夫妻は，結婚生活において天の御父の戒めに従おう

と努力することによって祝福を受けてきたと言います。

伴侶として不十分であることへの恐れ
だれもが不完全であり，その弱点は結婚生活においてさら

に顕著に表れることがあります。コロラド州ハイランドランチ

のケン・ノルシュは，長い間，自分は結婚しても良い伴侶には

なれないのではないかと恐れていました。そして，その恐れ

を克服しようと努力しました。妻のチャリスと結婚したのは

そうした努力を重ねていたときでした。重荷を主に一緒に

負っていただくことができるようになるにつれ，恐れは次第に

小さくなっていきました。

ノルシュ兄弟は完全に「自分の必要よりも妻の必要を優先

させる」と決意したいと願っています。「自分の時間をどう使

うか，自分本位な活動をしていないかと，心配になります。」

ノルシュ兄弟は，恐れに押しつぶされそうになるときには，天

20
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結婚に必要な結婚に必要な
独身時代に恐れを抱いていた多くの教会員が，幸せな結婚生活を送っています。
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の御父「みこころが行われますように」と謙遜
けんそん

に

言われた救い主の模範を思い出し，見習うよう

にしています（マタイ26：42）。「その言葉を心の

中で自分に何度も言い聞かせ，それから自分の

なすべきことを行うようにしています。」

ノルシュ兄弟は，時がたつにつれて自信や

妻への信頼が増してきたと言います。また夫や

父親であることに感じられる喜びに焦点を合

わせるようにしています。「神はわたしたちに

幸せになってほしいと願っておられます。そし

て，夫であり父親であることは，幸福を感じる

最も良い方法の一つです」と彼は語ります。

主の導きを求める夫婦は，

結婚生活において

主が祝福してくださることを知るでしょう。
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経済的な必要に対する恐れ
エズラ・タフト・ベンソン大管長

（1899－1994年）は，若い男性に向けた

話の中で，多くの人が大黒柱として家

族を養うことを恐れがちであると話し

ました。

「わたしは，皆さんの中に，結婚したと

きに課せられる現実の責任について恐

れを抱いている人がいるのを知っていま

す。経済的に不安定なこの時代に，妻

や子供を養い，必需品を賄えるかどう

か心配しているのです。この恐れは信

仰に置き換えなければなりません。

皆さんに断言します。勤勉に働い

て，忠実に什分
じゅうぶん

の一と献金を納め，ま

じめに戒めを守るならば，主は皆さん

を支えてくださるでしょう。もちろん犠

牲も要求されますが，それによって皆

さんは成長し，さらに立派な人間にな

るのです。

教育と仕事に精を出してください。

主を信頼して信仰を持ってください。

そうすれば物事は丸くおさまるでしょう。

主は，成し遂げる方法を備えずに戒め

をお与えになることはありません。」1

南アフリカのヨハネスブルクに住む

クライド・ロングウェインと妻のジョイス

がデートし始めたとき，ロングウェイン

兄弟は将来家族を養うことについて不

安を感じていました。

「結婚する前，ある総大会で，ある話

を聞きました。その内容は，什分の一

についてと，主がどのように必要なもの

を与えてくださるかについてでした。」

ロングウェイン兄弟は当時を思い出して

語ります。「什分の一こそ，わたしが抱

いていた経済的な不安を取り除く鍵
かぎ

で

あると分かりました。何があろうと，什

分の一を納めるべきなのです。」

ロングウェイン兄弟は数々の聖句に

励まされました。ニーファイ第一書第

17章3節もその一つです。「もし人の子

什分
ぶん

の一を納めることによって

主を第一にするならば，

さらに効果的に

金銭を管理できるようになります。

不安に立ち向かう

「大切な決断を下す

際に注意すべき事柄

やよく考えなければな

らないことがあるのは

もちろんですが，光に

照らされた後に，良いものから目をそら

させようとする誘惑に注意してください。

以前，ある事柄について祈り，信頼した

とき，それが正しいものであったならば，

その正しさは今も変わりません。たとえ

圧力を受けてもあきらめてはなりませ

ん。あなたの幸せを壊そうとする者に屈

してはなりません。自分の疑念を正面か

ら見詰めてください。恐れを克服してく

ださい。『だから，あなたがたは自分の

持っている確信を放棄してはいけ』ませ

ん〔ヘブル10：35〕。道を踏み外すことな

く，あなたの前に繰り広げられる麗しい

人生に目を向けてください。」

十二使徒定員会　ジェフリー・Ｒ・ホランド
「確信を放棄してはいけない」
『リアホナ』2000年6月号，38

じ　ゅ　う



らが神の戒めを守るならば，神は彼らを養い，強くし，また御

自分が命じられたことを成し遂げる手段を与えられる。」

「結婚は戒めであると知っていたので，きっと主が手段を与

えてくださると思いました」とロングウェイン兄弟は言います。

それと同時に，自分の分を果たす必要があるという点にも

気づきました。結婚した当初にしていた仕事は収入が低く，

家族を養うには十分ではありませんでした。そこでさらに教育

を受けることにしました。そのおかげで家計は楽になり，今は

自分が選んだ分野で仕事を続けるのを楽しみにしています。

生活様式の変化に対する恐れ
結婚すると，経済面，社交面，感情面，さらには霊的な面な

ど，生活上様々な面に変化が及びます。

マサチューセッツ州ワルポールのエイミー・バイヤリーは

結婚によって生じる生活様式の変化を心配していました。け

れども自分の心配について，やがて夫となるバートに話すと，

重荷は軽くなりました。また，聖文にも頼りました。モーサヤ

書第2章41節にはこう書いてあります。「あなたがたは，神の

戒めを守る者の祝福された幸福な状態についても考えてほ

しい。見よ，これらの者は物質的にも霊的にも，すべてのこ

とについて祝福を受ける。そして，もし最後まで忠実であり

続けるならば，彼らは天に迎えられ，決して終わりのない幸

福な状態で神とともに住めるのである。これらのことが真実

であることを記憶にとどめ，覚えておきなさい。主なる神が

これを言われたからである。」

「この聖句のおかげで，将来に対する展望が変わりました」

と，バイヤリー姉妹は語ります。「生活様式が変わっても，忠

実であるならずっと幸福でいられるのです。また，永遠の家

族を持つのは，独身時代に味わった楽しい事柄をすべて合

わせたよりもずっと大切なのだと，この聖句から学びました。」

結婚生活において天の御父が助けてくださると，バイヤ

リー姉妹は信じるようになりました。「神がわたしたちの結婚

を認めておられるのを知って，心の中のどんな恐れにも対処

できるようになりました。生活様式が変わっても，幸せでいら

れることが分かったのです。」

目標を変えることに対する恐れ
独身成人の中には，結婚によって仕事や教育面での目標が

達成できなくなるのではないかと心配する人もいます。「結

婚前，わたしたちは二人とも学校や仕事について心配してい

ました。」ハワイ州ミリラニのテクラ・シェンクは言います。

「結婚したばかりのとき，わたしは自分のやり方で物事を進

めたいと思っていました。わたしが学校に通うことを条件に

結婚したのです。」

シェンク姉妹は大学を終えられるように祈り，天の御父に

助けを願い求めました。ふさわしいときに達成できるという

思いを受けましたが，その方法は分かりませんでした。

今は二人とも大学に通っていますが，これからはシェンク

姉妹が将来生まれてくる子供たちと家にいられるように，夫

であるグレーソンの教育と仕事を優先しようと二人で決めま

した。「『わたし』から『わたしたち』に見方を変えました」と

シェンク姉妹は語ります。

二人は，互いを幸せにしようと努力することによって幸福

な結婚生活を送ろうとしてきました。「相手の必要を優先で

きるようになるのは難しいものです。何をすべきかを告げる

促しに耳を傾けられるほど霊的であるように努力する必要が

あります。」

ジェームズ・Ｅ・ファウスト第二副管長は，自分の孫娘たち

に偉大な女性になるように語ったメッセージの中でこう述べ

ています。「愛する孫娘たちよ，すべてを一度に上手にこな

すことはできません。100パーセントの妻，100パーセントの

母になることはできないし，教会の奉仕も，仕事も，社会貢

献も，それぞれを同時に100パーセント果たすことはできな

いのです。」一つ一つを順々に行っていくなら，「そのときに

なすべき物事を上手に行い，人生における様々な役割を果

たせるのです。」2

ブラジル，サンパウロのガブリエル・ピロスと妻のソニア・

ロプレイアト・ピロスは，将来子供が生まれたときにどうする

かについて婚約中に話し合っていました。しかし，結婚して

1年後に最初の子供が生まれたとき，「簡単に思えた事柄も，

実際に行ってみると，とても大変なことばかりでした。」ピロ

ス姉妹は語ります。「決断を迫られ，心は不安でいっぱいに

なりました。夫は必要な収入が得られないのではないかと

心配し，わたしは将来性のある仕事を失うのを恐れました。」

ピロス夫妻は，『永遠の結婚――生徒用手引き』（アイテム

番号35311 300）を再び学び始め，二人でインスティテュートに

通い始めました。ピロス兄弟の収入だけで家族を養うのは

簡単ではないと二人とも分かっていました。しかし，結婚前

に二人で決めたこと――ピロス姉妹が当面は仕事を辞める

という決心――は正しいという確信を得ました。

「わたしたちは信仰を働かせ，聖文にあるように神の御
み

言
こと

葉
ば

を立証したのです」と姉妹は語ります（2ニーファイ11：3参照）。
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二人は犠牲を払った結果，数々の祝福を受け

始めました。そのうちの一つはピロス兄弟が

専門的知識や経験が豊かになったことでした。

「今でも試練や恐れに直面しますが，確かに

神はわたしたちのそばにいて，祈りにこたえて

くださると確信しています」とピロス姉妹は語

ります。

「神がわたしたちに下さったのは，臆
おく

する霊
ではなく……」
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長は語りました。

「恐れや不安は神から来るのではないというこ

とをはっきりと認識しておかなければなりませ

ん。そうした執拗
しつよう

な，破壊的な力は，真理や義

に逆らうためにくるものなのです。恐れは信仰

に相反するものです。」3

デートしている相手との関係で，迷いや不安

を抱くのは当然のことです。結婚を決めるに

当たって，だれもが常に主の導きを願い求め

なければなりません。そして，相手との関係に

あってふさわしい段階を踏み，主の平安を感

じるのです。この平安は，義にかなった選び

をするときに主から与えられるものです。そう

れば，結婚生活や家庭において大きな幸福を

見いだせると確信し，信仰をもって前進してい

くことができます。

使徒パウロは次のように教えています。「主

にあっては，男なしには女はないし，女なしに

は男はない。」（1コリント11：11）また，こうも

書いています。「というのは，神がわたしたち

に下さったのは，臆する霊ではなく，力と愛と

慎みとの霊なのである。」（2テモテ1：7）結婚

に対する恐れを取り除き，信仰と愛に代える

努力をすることができますように。■

メリッサ・ハウエルはコロラド州オーロラステーク，オーロラ

ハイランドワードの会員です。

注
1.「独身の兄弟たちに」『聖徒の道』1988年6月号，52参照

2.“A Message to My Granddaughters : Becoming

‘Great Women’”Ensign，1986年9月号，19

3.「神がわたしたちに下さったのは，臆する霊ではなく……」

『聖徒の道』1985年2，3月号，21参照
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それは皆，扶助協会の集会で数知れ

ぬレッスンが効果的に教えられ，また

姉妹たちがそれを学んできた結果な

のです。」（“Ambitious to Do Good，”

Ensign，1992年3月号，4）

第二副管長　ジェームズ・E・ファ

ウスト――「扶助協会のカリキュラム

は基本的な教義に焦点が絞られてお

り，福音を研究し霊性を高める機会を

提供してくれます。……すべての姉妹

が『覚えられ，神の善い言葉で養われ』

る必要があります〔モロナイ6：4〕。教

義は皆さんを強め，人生のチャレンジ

を克服するのに必要な霊性を培ううえ

で助けとなるでしょう。」（「天から遣わ

されている者」『リアホナ』2002年11月

号，111）

中央扶助協会第二副会長　アン・

C・ピングリー――「わたしたちも……

恐れることなく前進することができます。

主の限りない贖いの祝福をそれぞれが

感じながら，主へと続く道を見いだすこ

とができるのです。扶助協会から得ら

れるすばらしい祝福の一つは，主への

証を持つ者同士のきずなだと，わたし

は確信しています。わたしたちが主の

贖いの愛が発する光に向かって

いつまでも並んで歩めるように

祈っています。」（「主の愛の光

に向かって歩む」『リアホナ』

2004年11月号，113）

以下のメッセージから

訪問先の姉妹たちの

必要に合った聖句や

教えを祈りの気持ち

で選び，読んでくださ

い。自分の経験や証
あかし

を伝え，あなたが

教える人々にも同様に分かち合うよう

勧めてください。

扶助協会に所属する祝福――「扶助

協会はイエス・キリストと主の贖
あがな

いに

対する姉妹たちの証を強め，キリスト

のもとに行く決心を強めるためにある

のです。

主イエス・キリストを信じる信仰を
築けるように，扶助協会は，どのよう
な助けを与えていますか。
2ニーファイ25：26――「わたし

たちはキリストのことを話し，キリスト

のことを喜び，キリストのことを説教し

……どこに罪の赦
ゆる

しを求めればよい

かを，〔わたしたちと〕わたしたちの子

孫に知らせる……。」

大管長　ゴードン・B・ヒンクレー

――「数百万の女性がどれほど多くの

奇跡的な影響を受けてきたか，想

像できる人がいるでしょうか。

姉妹たちは知識を増し加え，

広い視野を持つようになり，生

活に幅ができ，神にかかわ

る事柄を深く理解する

ようになりました。

イエス・キリストのもとへ行く決心
を強めるうえで，信仰はどのような
役割を果たすでしょうか。
十二使徒定員会　ダリン・H・オー

クス――「信仰は神の御
み

言
こと

葉
ば

を聞くこ

とによると，聖文は教えています。〔御

言葉は，〕人は永遠の父なる神の子供

であると教えています。また聖文は，

神の独り子……であるイエス・キリス

トがどのような御方で，どのような使

命を持っていらっしゃるかについても

教えています。……主イエス・キリス

トへの信仰とは，神がわたしたちを覚

え，愛しておられ，また，わたしたちの

祈りを聞き，……こたえてくださるとい

うことへの確信と信頼です。……主イ

エス・キリストへの信仰は救いと昇栄

の扉を開いてくれます。」（「主イエス・

キリストへの信仰」『聖徒の道』1994年

７月号，108，110参照）

十二使徒定員会　ロバート・D・ヘ

イルズ――「その順番を覚えてくださ

い。（1）主の僕
しもべ

が語った神の御言葉を

読んだり聞いたりする。（2）その御言

葉を心に深くしみ込ませる。（3）心か

ら義に飢え渇く。（4）福音の律法と儀

式，聖約に従順に従う。（5）イエス・キ

リストが救い主であられることが分か

るよう，信仰をもって，声を上げて熱心

に祈り，懇願する。……試練はすべて

わたしたちのために与えられますが，

人生で試練に遭うと，信仰を持つのは

難しく，信じるのは難しいように思え

るものです。そんなときに平安と希望

を与え，理解を助けてくれるのは，主

イエス・キリストとその贖いに対する

信仰だけです。主がわたしたちに代

わって苦しまれたことを信じるように

なって初めて，最後まで堪え忍ぶ力が

得られるのです。」（「主イエス・キリス

トへの信仰を見いだす」『リアホナ』

2004年11月号，72－73）■

家庭訪問メッセージ

主イエス・キリストを
信じる信仰を築く
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ヨ
ハネス・マルツルは，また学校に遅刻してしまいま

した。セミナリーから帰る電車があまりにも混雑し

て，のろのろ運転になってしまったのです。学校

まで全速で走りましたが，残念ながら遅れてしまいました。

遅刻したときには，毎回，先生から理由を聞かれます。「最

初はセミナリーに行ったことは言わないようにしていました。

寝坊したと答えていたんです。でもあるとき先生が，『どこに

行っていたのか白状しなさい』と言ったのです。クラス全員

の前でした。学校ではちょうど英語を勉強していたので，英

語で答えるように言われました。級友たちは皆，ぼくが教会

員であることを知っていましが，セミナリーのことは知りませ

んでした。そこで，朝5時に起きて，電車で教会に行き，また

電車に乗って学校に来るのだと説明しました。するとクラス

の皆から『ええっ，信じられない！』と言われました。」

ヨハネスはこう言います。「ぼくはセミナリーから力を得て

います。学校に行くといろんな友達がいろんな話をするので，

朝に霊的な力を得ることはいいことです。」

オーストリアのセミナリー
ヨハネスはオーストリア・

ザルツブルクステーク，

ザルツブルク－フラッハ

ガオワードの会員です。

ステークに住む10代の

若者は，たいてい週4回

早朝セミナリーに通って

26

▲ ミリアム・シェンク――

「もし最初に

大切なことを行い，

それから

ほかのことを行うなら，

すべてがうまくいきます。」

▼ヨシュア・ブルンナー

――「マスター聖句を

学んでいたときのことを

覚えています。

初めの年に

最初に学んだ聖句を

今でも覚えています。」

▲ ナエーミ・マウフ――

「セミナリーをしていると，

聖文を勉強しなくては

という気になります。

独りだったら，

あんなにたくさんは

勉強しないでしょう。」

▲ ルカ・メルル――

「10代の人同士で

聖文について

話し合うことができます。

セミナリー以外の

クラスではそんなこと

あり得ません。」

▲ エリザベス・ナイルツ――

「バプテスマを受ける前から

セミナリーに行っていました。

セミナリーをしていないと

何かが足りないような

気がします。」

ジャネット・トーマス

教会機関誌

オーストリアとスイスのセミナリーの生徒は，
仲間とともに福音を学ぶことに
大きな満足を見いだしています。



います。まだ暗くて寒い中，電車に乗って教会に通う生徒も

います。両親が教える家庭では，自宅の居間でセミナリーが

行われます。

リンツワードのジュリア・グロスは言いまし

た。「母はわたしのセミナリーの先生です。

わたしはいつもセミナリーのレッスンを受け

ながら朝食を食べています。毎朝セミナ

リーをしています。セミナリーをすると，い

い気持ちで一日を始めることができます。

元気が出て，楽しくなります。」

ジュリアは妹のカリナと一緒に

学んでいます。二人とも，朝食の

テーブルで，お母さんから毎朝教

えてもらうのが好きです。

ザルツブルク－フラッハガオワード

のベン・シェンクは，セミナリーに行

くと何かが違うことに気づきました。「セミナリーに行った日

は，いつもよりいい日になります。ほんとうに役に立ちます。

学校にいるときもセミナリーはとても役に立っています。問

題が減ったような気がします。セミナ

リーで学ぶ基本は普段の生活にも役立

ちます。ぼくは初めてセミナリーを受け

る生徒にはこう言うようにしています。

『暗くて，寒くて，顔が火
ほ

照
て

って，足もと

で氷がバリバリ割れる音が聞こえても，

セミナリーには，行く価値があるよ。ほん

とうに役に立つんだから。』」

新しい学年が始まる直前の土曜日には，

ザルツブルクステークの青少年がセミナ

リーの開校式に集まります。開校式ではレッス

ンもしますが，普段の教会の集会というよりは

大きなパーティーといった雰囲気です。なぜ楽
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しくなるかというと，いつもは会うことのできないたくさんの

すばらしい仲間と午後から集まり，夕方までたっぷり一緒に

過ごして夕食を食べたり，ダンスをしたりするからです。

クラーゲンフルトワードのマリー・クレンは，セミナリーの

開校式に初めて出た4年前のことを覚えています。「初めて

セミナリーに来た人は立つように言われました。『あらまあ，

だれも知らない』と思いました。でもそれからみんなと友達

になりました。」マリーはステークの青少年に会える機会を書

き出してみました。若人の神殿団体参入，ユースカンファレン

ス，若い女性のキャンプ，「セミナリーの土曜日」（訳注――ス

テーク内のセミナリー生徒が合同レッスンを受け，一緒に活動

をする）などです。

ウェルスワードのダビド・フックスは，もうすぐセミナリーの

初年度を迎えます。人から聞いた情報しかありませんが，セ

ミナリーが始まるのを楽しみにしています。「聖句を研究し

たり，伝道の準備をしたりするのが楽しみです。」

リンツ・ウーアファールワードのシュテファニー・カフカも初

めてのセミナリーに胸を躍らせています。「聖文の研究を自

分独りでしなくてよくなるので，楽しみにしています。話す仲

間ができるんです。」

スイスのセミナリー
お隣のスイスでも，スイス・ベルンステークのセミナリーの

生徒が，開校式に集まっています。ステーク内の各地から

バーゼルの集会所に来ています。ザルツブルクと同じように，

どこかお祭りのような雰囲気が漂っています。ホールにはダ

ンスのために飾り付けがしてあり，台所では用意されたごち

そうが温められていました。

セミナリーの生徒はたいてい自宅学習とクラスでのレッス

ンを組み合わせて学んでいます。アーラウワードのエステ

ル・ハンセンはセミナリーがどんなにすばらしいか語ってい

ます。エステルは小さな村に住んでいますが，幸い近所には

たくさんの教会員が住んでいます。8人程度の青少年が週3回，

教師の家に集まっています。また週に1回自宅で勉強し，水

曜日には夕方にセミナリーが開かれます。「特に好きなのは，

セミナリーのビデオです。ビデオは内容がはっきりしていて，

分かりやすいです」とエステルは語ります。「弟のジェンもセ

ミナリーを始めました。弟もセミナリーが大切だと感じてい

ます。わたしたちはセミナリーに通うことで祝福を受けてい

ます。友達にセミナリーのことを話したことがありますが，理

解してもらえませんでした。聖書の大切さを分からないので，

読みたいとも思わないようです。わたしがどうして聖書が好

きなのか，友達には理解できないようです。」

ステークには，幸いにも毎朝セミナリーに行っている人もい

ます。プラッテルンワードのレベッカ・ウィーズナーと妹のノエミ

は，自分の家に集まって来る生徒とともにレッスンを受けてい

ます。レベッカが言いました。「朝，セミナリーを受ければ，学

んだことを一日中考えることができます。先生はとてもいい模

範を示してくれます。おもしろいし，冗談も楽しいし，退屈す

ることはありません。よく笑い，よく学んでいます。」

さて，バーゼルワードの集会所の裏では，バルンケ家のア

ニカ，サブリナ，ジャンが，道を隔てた小さな公園で，セミナ

リーの「セミナリーの土曜日」が始まるのを今や遅しと待って

います。バルンケ家族はバーゼルワードに引っ越して来たば

かりですが，すでにセミナリーに参加し，セミナリーが大好き

になっています。3人はお父さんと一緒に自宅で学んでいます。

子供たちは，お父さんがよく聖文を理解しているので，びっく

りすることが度々あります。でも，何よりも好きなのは，一緒に

研究しているときに特別な気持ちになることです。ジャンが言

いました。「学校で御
み

霊
たま

を感じるのは難しいですが，セミナ

リーでは，温かい気持ちになります。」アニカが付け加えて言

いました。「その気持ちは言葉では説明できません。聖文を

ただ読んでいるだけなら，それほど頻繁に感じられません。

でも研究しているときには，必ず感じることができます。」

ビールワードのメリッサ・レーメルも，時々セミナリーで感

じる気持ちを話してくれました。「聖霊をとても強く感じます。

なすべきことをしていると感じるのです。」

オーストリアとスイスの若人がセミナリーで経験した気持

ちを語るとき何度も使う言葉は「幸せ」です。確かに朝早く

起きるのは大変です。寒くて暗い日も多いです。そんな犠牲

を払う価値があるでしょうか。もちろん，あります。主であり

救い主であるイエス・キリストについて学ぶこと，聖典に書

かれていることを学ぶこ

とは，彼らの幸せの源と

なっています。オースト

リアとスイスの若人は，

そのような幸せを選ん

でいるのです。■
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▲ エリッヒ・スツシ――

「セミナリーでいちばん楽しかったのは，聖句探し競争です。

ボードー・ルカウエル――

「独りより，だれかと一緒に学ぶ方がずっといいです。」

▲ サラ・シュナイダー――

「妹は今年からセミナリー

を始めて，わたしと一緒に

勉強しています。

妹はこんなふうに

学べることを

とても喜んでいます。」

▼トマス・フックス――

「常に生活に役立つことを

学んでいます。

楽しいです。

ぼくたちは，いい先生に

恵まれています。」

▲ アライン・フォン・

アルメン――

「友達がいるので

クラスで学ぶのが好きです。

自分で勉強するのも好きです。

どちらも好きです。」

シャンタル・プゾタ――

「セミナリーを受けると

元気になります。

聖文を読んだ後は

すがすがしい

気持ちになります。」

▲下――スイスのセミナリーの生徒たち，

バーゼルの集会所の外で。

27ページ――オーストリアのセミナリーの生徒たち，

ザルツブルク－フラッハガオワードに集う。
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お
もなキリスト教会をすべて調べてみても，末日聖徒

イエス・キリスト教会以外に，人類が父なる神とそ

の御子イエス・キリストとともに前世で存在してい

たことを教えている教会はありません。ジョセフ・フィール

ディング・スミス大管長（1876－1972年）は，次のように書いて

います。「不思議なことに，人には霊があって死んでも霊

は不滅の存在として生き続けることを信じる人が多いの

に，霊は人が現世に生まれてくるまで存在しないと彼らは

信じている。」1

生命の神秘を解く
十二使徒定員会の会長代理であるボイド・Ｋ・パッカー長

老は，この教義に関して，次のような意味深い説教を行って

います。「前世の教義を知らずして，人の生命の意味を理解

することはできません。……前世の教義を理解して初めて，

論理に一貫性が生まれ，意味を成すのです。」2

前世への理解がなければ，天の御父との関係を正しく理解

することも，この世の生涯の意味や神の定められた行く末につ

いて完全に理解することもできません。パッカー長老は次のよ

うに言っています。「前世に関するこの教義は，古代のキリス

ト教徒にも知られていました。この教義は500年近く教えられ

たのですが，その後，すでに背教という暗黒時代に入ってい

た聖職者たちによって異端の教えとして拒まれるようになりま

した。この教義を一度
ひとたび

拒むと，……聖職者たちには生命の神

30

完全な福音

回復された福音の基本的信条と
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秘を解き明かすことがまったくできなくなってし

まいました。それはまるで，長さの足りない糸

で真珠の首飾りをつなげようとするようなもの

でした。そのままで，すべてをつなぎ合わせる

ことなど決してできないのです。」3

人は永遠である
主が預言者ジョセフ・スミスを通じて神聖な

真理を回復されたとき，前世に関する知識も，

天の御父の救いの計画を理解するうえで，非

常に重要な要素になってきました。主は次の

ように啓示されています。「人もまた初めに神

とともにいた。英知すなわち真理の光は，創

造されることも，作られることもなく，実にそう

することのできないものである。」（教義と聖約

93：29）つまり，わたしたちの英知が常に存在していたという

ことを考えると，わたしたちには初めがなかったのです。しか

し，前世のはるか昔のある時点で，人のために霊体が創造さ

れ，文字どおり，天の両親の霊の息子，娘となったのです。4

わたしたちは神の霊の子供であり，この世の誕生に先立っ

て神とともに生活しており，神のようになることを切に望みま

した。このことを知っていると，永遠の御父との関係が明ら

かになります。ジョセフ・スミスはこう教えています。「神御

自身が，……はるかに英知に満ちた御方であったために，

律法を定めることが適切であると考えられた。それによって，

〔神の子供たちが〕御自身のように成長する機会にあずかる

ようにするためである。」5 成長に必要な段階というのは，御

父のもとを去り，心に忘却の幕を引いて，信仰によって歩み，

神の戒めに従順であることを学ぶというものでした。

わたしたちの知っていること
わたしたちが地上に来た目的が，試練を受け，信仰によっ

て歩むということだったため，主は前世の詳細について多く

を啓示されてはいません。しかしながら，わたしたちがこの

地上に存在する目的を達成するためには，これまで啓示され

てきたことだけでも十分なのです。人が前世でどのような存

在だったかについて，以下のような事実が啓示されています。
● 文字どおり神の霊の子供である。そのため，神のように

なれる可能性を秘めている（ローマ8：16－17；教義と聖約

93：33－34参照）。

● 天上の大会議に参加して，わたしたちの

救いのために用意された御父の計画を聞い

た。わたしたちはイエス・キリストに従う方を

選び，イエスは選ばれて救い主，贖
あがな

い主とし

て地上に降臨されることになった。わたした

ちはこのすばらしい機会が与えられることに

喜び呼ばわった（ヨブ38：7；アブラハム3：

24－28参照）。
● ルシフェルは「神の前で権威を持っていた

神の一天使」であったが（教義と聖約76：25），

「わたしは全人類を贖って，一人も失われないよ

うにしましょう」と言った（モーセ4：1）。しかし，

実際は，神から神御自身の力と栄光を授けられ

ることを願ったのである。そして，選択の自由

を損なうことによって，現世における経験の

条件を変えることを求めた。選択の自由がなければ，実際，

天の御父のようになることは不可能であった。そのため，こ

の提案は，神と神の3分の2の子供たちによって退けられた。

すると，ルシフェルはこれに反抗して，天で戦いが起こった。

言葉と霊的な対立による戦いである。その結果，ルシフェル

は，彼に従っていた「天の衆群の三分の一」とともに追い出さ

れた（教義と聖約29：36）。ルシフェルはサタンという名で呼

ばれるようになり，従う者らとともに，現在，邪悪な決意の下に，

人を滅ぼすために暗躍しているのである（黙示12：7－9；教

義と聖約29：36－39；モーセ4：1－4参照）。
● わたしたちは前世で存在していたという記憶を失った

状態で地上に来たが，それぞれ力と才能を持ってやって来た。

同時に，努力して克服しなければならない弱さも携えて来た

（エテル12：27；教義と聖約104：17；138：55－56；アブラハ

ム3：23参照）。
● この地上での生活は，わたしたちにとっては初めでも終

わりでもない。成長を続けていくための試練でもあり，また

必須
ひっす

の段階でもある。この試練にどうこたえるかで永遠の将

来が決まっていくのである（アブラハム3：25－26参照）。■

注
1.『救いの教義』，ブルース・Ｒ・マッコンキー編，全3巻（1954－1956年），第1巻，55

2.「人生の謎」『聖徒の道』1984年1月号，31参照

3.「人生の謎」『聖徒の道』1984年1月号，29参照

4.「家族――世界への宣言」『リアホナ』2004年10月号，49参照

5. History of the Church，第6巻，312
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わ
たしは幼いころ，父

に命を救ってもらいまし

た。その出来事を自分

自身の記憶として覚えているわけでは

ありませんが，家族の中で幾度となく耳にす

る機会がありました。

当時，わたしは2歳で，兄は4歳

でした。その日，兄とわ

たしは父と一緒に農場

にいました。父は牛

にえさをやっていま

した。兄とわたし

32

迅速に行動して，

2度も命を救ってくれた

父への感謝は，

生涯消えうせることは

ないでしょう。

は，父の知らぬ間に，父の目の届かない所へ

行ってしまいました。父は，顔をこわばらせた

兄が息を切らして走って来たとき，初めてその

ことに気づきました。兄は恐怖のあまりほとん

ど話すことができませんでした。それでも必死

の思いでこのように言ったのです。「ロルフが

落ちた！ ロルフが落ちた！」幸いにも，父は兄

が「ロルフが用水路に落ちた」と言いたいのだ

と分かりました。

父は用水路に向かって

走りました。わたしは土

手から滑り落ち，用水路

の水に流されていまし

た。父は用水路沿いに

走りました。そして，激

しい水の流れにもまれ

る赤いセーターを見つ

けると，飛び込

2度救2度救
七十人

W・ロルフ・カー

5歳のころ
（左）



した。当時，父はス

テーク会長を務めて

いましたが，「安息日

に野球なんてだめ

だ」とは言いま

せんでした。

賢明にも，父

は自分の望

みを押しつけ

るのではなく，

ただこう言ったの

です。「そうか。でも，

最終的な答えを出す前

に，その決定が日曜学校の

生徒にどんな影響を与えるか

を考えてほしい。」

それ以上の言葉は必要あ

りませんでした。もうその時

点で，どうすればよいのかが

はっきりと分かりました。わたし

はチームへの誘いを断りました。そのとき以来，一度も野球

の試合に出たことはありません。その代わり，何年もの間，

教会のソフトボールチームでプレーを楽しみました。日曜日

に試合をすることもありませんでした。

あの難しい決定を下すに当たり，父が良いアドバイスをく

れたことに感謝しています。父のおかげで，その選択の重さ

がよく理解できました。選択の結果が自分自身だけでなく周

囲の人にも大きな影響を及ぼすということが理解できたので

す。そのときの決定は，後に，伝道に出るという選択をする

ための土台になりました。

フットボールと縁を切る
わたしは前々から20歳になったら宣教師になろうと計画し

ていました。それが当時の若人が伝道に出る年齢でした。

んで引っぱり上げてくれたのです。それから父は

応急処置をして，わたしが息を吹き返すのを確認

しました。

あのとき機転を利かせて父に知らせてくれた

兄へ，わたしは永遠に感謝し続けるでしょう。

また，迅速に行動し

て命を救ってくれた

父への感謝は，生涯

消えうせることはな

いでしょう。

霊的な危険からも
月日が流れ，父は

もう一度わたしを

救ってくれました。そ

のときわたしは，肉

体的な危険ではな

く，霊的な危険にさ

らされていました。

高校時代，わたしはスポーツ，特にフットボールと野球に

夢中でした。3年生の終わりに行われる野球のオールスター

ゲームの選手に選ばれました。その試合が終わって，学年も

終わろうとしていたころに，今度は地元の野球チームの選手

として試合に出場するよう誘われました。もちろんプロの

チームでもセミプロのチームでもありません。しかし，誘い

を受けたことで，わたしは内心得意になっていました。一つ

だけ問題だったのは，ほとんどの試合が日曜日の午後に行わ

れるということでした。

わたしは次のような合理化をしました。「教会の集会は朝

だから，午後からなら野球はできるはずだ。毎週の日曜日，

午前中は集会に出席し，日曜学校のクラスを教え，午後から

試合に出ればいい。」

それから，父のところへ行き，野球チームから誘いがあっ

たことを，そして，自分がどうしようと思っているかを話しま

父
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ユタ州立大学で2年間，フットボールをした後

で，わたしは難しい決断を迫られました。当時

は，伝道後にフットボールを続ける帰還宣教師

はめったにいませんでした。わたしはそれま

で，とても熱心にフットボールの練習に励んで

きましたし，試合も大好きでした。数か月伝道

を先送りにして，あと1シーズン試合に出場し，

それから伝道に出ることにしました。そのシー

ズンが終わるころ，練習の成果が実り，翌年の

先発選手としてクォーターバックのポジション

を任されることになりました。

あれほど努力してきたわたしがやめると

言ったとき，コーチは驚き，落胆しました。コー

チは最終学年まで続けるようにと勧めました。

そのすばらしい機会を手放すことが理解でき

ないようでした。コーチの意見と，そう勧める

理由を聞いてはみましたが，伝道に出るのをも

う1年延期することはできないと告げました。

もう1年延期したら，伝道に出る機会を逃すこ

とになるのではないかと恐れたのです。わた

しはフットボールにほんとうに熱心に取り組ん

できました。しかし，チームに別れを告げ，主

に仕えるためにイギリスへと旅立ったのです。

わたしはその決定を一度も悔やんだことが

ありません。伝道中非常に多くのことを学びま

した。人が福音を受け入れる姿を目
ま

の当たり

にするのは，すばらしい経験でした。そのよう

な経験は，いろいろな点で，その後の人生を

形作るものとなりました。伝道によって，今の

わたしがあるようなものです。伝道は，フット

ボールとは比較にならないほど大きな影響を

与えてくれました。

しかし，結果的に，伝道から帰ってもう一度

フットボールをする機会に恵まれました。予想

に反して，4年時には選手として

出場し，伝道前には夢にも思っ

ていなかったほどの成績を上

げることができました。もし伝道

に出る時期をもう1年延ばして

いたら，あるいは伝道をあきら

めていたら，恐らく手にすること

のできなかったようなすばらし

い機会が与えられたのです。

高校卒業後，野球をするので

はなく，安息日を聖
きよ

く過ごすこと

を決意しました。そのことが土

台となり，フットボールをやめて

伝道に出ることができました。

野球やフットボールをやめるの

は容易なことではありませんで

したが，正しい選択ができたこ

とに感謝しています。そのよう

な決定が基となって，若いころ

に人生の優先順位が定まり，そ

れが，神殿結婚や幸福な生活

へ導いてくれたのです。

父が命を2度救ってくれたこ

とに感謝しています。1度目は

用水路の泥水の中から，2度目

はこの世のものを追いかけるという誘

惑の沼から救ってくれたのです。■
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ユタ州立大学でフットボールをする

わた
しの
コー
チ

伝
道に出るのを

さらにもう1年

延期することは

できないと

コーチに告げました。

フットボールに熱心に

取り組んできましたが，

チームに別れを告げ，

主に仕えるために

旅立ったのです。



イエス・キリストの福音という生ける水をいつも吸い上げていましょう。
（ヨハネ4：7－14参照）
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とおりにしましょう（マタイ7：12参照）。もしあな

たが教会になじめないと感じるとしたら，歓迎

されていると感じるようになるには，どのような

ことが助けになるでしょうか。だれかに隣に

座ってもらいたいと思いますか。教会の中を案

内してもらいたいですか。あいさつをしてほし

いですか。友人が必要としているのは，こうし

たささやかなことかもしれません。

あなたの友人が特別な歓迎を必要としてい

ることをワードまたは支部の人たちに知らせて

ください。友人を監督や支部長，若い女性の

指導者や日曜学校の教師，ほかの友人などに

紹介してください。関心事を分かち合えるか

もしれません。また，あなたが友人に教会の中

を案内したり，集会や今度の活動について説

明したりするのを彼らは助けてくれるでしょう。

あなたやほかの教会員が仲間に入れると，友

人は歓迎されていると感じ始めるでしょう。

このような努力は大切です。あなたの友人

が「自分はいるべき場所にいる」と感じるから

です。教会は主の教会であり，主は，教会で御

自身を礼拝し，御自身について学ぶように，す

べての人を招いておられるのです（教義と聖

約59：9－10参照）。

教会員は，「互いに和合し，愛し合って結ば

れた心を」持つように教えられています（モー
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わたしたちが

教会に出席すると，

主は喜ばれます。

ですから，

友人が歓迎されている

と感じることが大切です。

友人をワードまたは支部の

会員に紹介し，教会の活動に

誘ってください。

見かけたらあいさつをしたり，

レッスンや集会で

一緒に座ったりして，

友人が歓迎されている

と感じられるような

ささやかなことを

行ってください。

教会で御
み

霊
たま

を感じられる

ように努力するなら，

教会が楽しくなる

と友人に告げてください。

友人が

感情を害されたのなら，

赦
ゆる

す必要があることを

理解できるように

助けてください。

『リアホナ』からの提案

「友人は教会になじめないと感じています。
教会で歓迎されていると感じてもらうにはどうしたらよいでしょうか。」

教教
会になじめないと感じている理由が

分かれば，友人をいっそうよく助け

ることができます。もし新しい環境

に慣れないでいるのなら，少し時間がかかる

かもしれませんが，友情を示し続けることです。

歓迎されていると感じるように，あなたやほか

の会員が助けるようにしてください。

けれども，もしその友人が，自分はふさわしく

ないと感じていたり，教会でだれかに感情を害

されたりしたために，なじめないと感じているの

なら，そのような理由を知ることが，助ける方法

を見いだすうえで役立つでしょう。ふさわしさに

関係なく，だれでも教会に出席することができま

す。教会員は皆，不完全です。より善い人とな

れるように教会に出席するのです。もし友人が

ふさわしくないと感じているなら，監督または支

部長と話すように勧めてください。

残念なことに，人の感情を害する教会員もい

ます。もしだれかが友人の感情を害したのな

ら，自分を傷つけた人を赦
ゆる

すことから得られる

平安について教えてあげることができます。ま

た，友人の心が和らぐように祈ることもできます。

友人の状況がどうであれ，黄金律に従い，あ

なたがしてほしいと望むことは，友人にもその



サヤ18：21）。友人が歓迎されている

と感じるように教会員とともに助ける

とき，あなたは，友人が主の愛を感じ

るように助けていることになります。キ

リストの愛から引き離すものは何もな

いことを友人に思い起こさせてくださ

い（ローマ8：35，38－39参照）。なじ

めないという気持ちがあったとしても，

キリストの愛から引き離されることは

ないのです。友人を歓迎しようとあな

たが努力し，友人の方でも教会で主を

礼拝しようと努めるとき，友人は御
み

霊
たま

と主の愛を感じられるようになり，自

分が教会の一員であることが分かるよ

うになるでしょう。

読者からの提案

わたしならその友人のため

に祈るだけでなく，スポー

ツやディボーショナルなど

の活動に誘って親睦
しん ぼく

を深

めます。そのようにすると，

彼女は教会になじめたと感じることで

しょう。

トンガ・ヌクアロファ南ステーク

ハーテイロ第3ワード

ケサイア・ルーペ・マツ，19歳

その友達に，あなたやほかの友達と一緒

に過ごすように誘う必要があると思いま

す。わたしは何度も引っ越し，新しい場所

に全然なじめないと感じたことがたくさ

んありました。でも，いろいろな人が友達

になろうとしてくれると，教会や学校，

ミューチャルなど，どこにいても，打ち解

けることができたと感じました。ですか

ら，あなたやあなたの友達とともに過ご

すよう，彼女を誘ってみてください。そう

すれば，彼女は霊的にも成長し，教会の

活動に積極的に参加するようになるで

しょう。

ユタ州シラキュースステーク

センテニアルパークワード

ネルセン・E・ウィット，15歳
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友人がそのように感じるのはごく自然なことです。

たぶん末日聖徒の礼拝行事に慣れていないからで

す。あなたは教会に対する証
あかし

を持つ友人として，す

ぐに行動し，彼女が問題を乗り越えるのを助けて

あげなくてはなりません。次のようなアイデアを

試してみてください。（1）友人といつでも握手し集

会で隣に座るように，会員たちに頼んでおく。（2）

教会で友達ができるように助ける。（3）彼女が出

席するクラスの教師に歓迎してもらう。（4）彼女が

御霊を感じるように祈る。

ナイジェリア・ポートハーコート伝道部

クリスチャン・オイエ長老，23歳

彼女のために祈ってください。どう

働きかけるべきか主に助言を求め

てください。彼女が教会にいるとき

はずっと一緒にいるようにしたらど

うでしょうか。土曜には青少年と集

まり，堅苦しくない雰囲気で知り合えるようにした

らいいと思います。

イタリア・サルデーニャ地方部，クォーツ支部

ベアトリーチェ・トロワ，18歳

一つ大切なことは，教会の活動に

もっと頻繁に誘うことです。また，

友達に彼女を受け入れるように頼

み，彼女が教会で歓迎されている

と感じられるよう天の御父に祈る

ことです。

フランス・ニースステーク，サロンワード

ジャスティン・ダセラ，13歳

教会の活動は，すべての会員と求道者が心地よく

感じ，親しくなれるように助けるためにあります。

活動に参加すれば，もっと多くの友達ができるし，

教会の一員だと感じるでしょう。親友として彼女に

接し，あなたの友達に紹介してください。そうすれ

ば，あなたの友達の輪も広がるでしょう。

フィリピン・オルモックステーク，アルブエラワード

グレッチェン・モンティカルボ，18歳

あなたの証や模範，愛を通して友人

が御霊を感じられるように，彼女の

ために祈ってください。福音が生活

にもたらす喜びについて話してくだ

さい。彼女は教会について知りたい
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と望み，受け入れられていると感じるようになる

でしょう。

タヒチ・ラロマタイステーク，ヒプ支部

バネッサ・テュープーロートア，19歳

わたしなら，彼女と話して，受け入れられていない

と感じる理由を聞くでしょう。また，彼女を助ける

にはどうしたらよいか分かるように，御霊の導きを

天の御父に祈り求めるでしょう。天の御父はわた

したちを愛しておられます。天の御父に心から頼

るとき，御父のすばらしい愛を心に感じます。そし

て，この愛は，受け入れられていないのでは，とい

う恐れを乗り越える力を得させてくれるのです。

ニカラグア・マタガルパ地方部，シウダーダリオ支部

マイリング・フィデリーナ・バーレイ，19歳

わたしだったら，彼女に手を差し伸べるために特別

な努力をします。一人でも友達がいれば，彼女は教

会で受け入れられていると感じるようになるでしょ

う。そして，わたしたち二人を助けてくださるように

天の御父に祈ることを彼女に勧め，証を伝えます。

エルサルバドル・アティクィザヤステーク

スクレワード

エリカ・スザーナ・フィゲロア・ヘレラ，19歳

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたもの
であり，教会の教義を公式に宣言するものではありません。

あなたの意見を聞かせてください
青少年の読者の皆さんへ――下記の質問に対する

意見を，氏名，生年月日，住所，ワードおよびス

テーク（または支部および地方部）を明記のうえ，

写真（両親が書いた，写真掲載の許諾書も同封し

てください）を添えて，郵送か電子メールでお送り

ください。

あて先――Questions & Answers 3/06

50 E. North Temple St ., Rm. 2420

Salt Lake City, UT 84150-3220, USA

電子メールアドレス――

cur-liahona-imag@ldschurch.org

2006年3月15日必着で送付してください。

質 問
「友人の女の子はひどく落ち込んでいるようで，自

殺さえ考えているのではないかと心配です。どう

したらよいでしょう。」■

わ
たしたち会員は

人が改心の

プロセスを

踏むのを

助けなければなりません。

それには，

自分のワードや支部を，

一人も見過ごしに

される人がなく，

だれもが歓迎を受けて

和やかな気持ちになれる，

親しみのある場所に

することです。

……温かさや

親しみやすさは，

キリストが持っておられた

特質であることを，

子供たちに，若人に，

そして大人に

教えてください。

十二使徒定員会
M・ラッセル・バラード
「交わりの手」
『聖徒の道』1989年2月号，31



生活から悪を追い出すことは，現在のわた

したちにとって大変重要な課題となってきてい

ます。なぜなら，警戒していないと，主が非難

しておられる多くの悪が家庭に入り込んで来

るからです。人生で最も難しい試しは，世に

あって世のものとならないことです（ヨハネ

15：19参照）。2 永遠の目的を達成するにはこの

世で生活しなければならないと，福音ははっき

り教えています。試しを受けて，大いなる王国

にふさわしい者と認められる必要があります

（2ニーファイ2：11；教義と聖約101：78参照）。

わたしたちは，アブラハムのように天幕を張っ

て，「主に祭壇」を築くべきであって（創世13：

18），ロトのように「天幕をソドムに」向けて張っ

てはならないのです（創世13：12）。

世の光となる
1969年の初め，カリフォルニア州サンフラン

シスコでは「フラワーチルドレン」（訳注――何

の規則にも縛られず自然が意図するままに自

ソ
ドムとゴモラは象徴的にまた実際に

世の中の罪悪を表しています。主は

アブラハムに御
み

姿
すがた

を現し，ソドムとゴ

モラに住んでいる人々を指して「その罪は非常

に重い」と言われました（創世18：20）。彼らは

非常に罪深く，また義人の数がきわめて少な

かったため，神は低地に築かれたこの二つの

町を滅ぼされました。現在の偉大な預言者

ゴードン・B・ヒンクレー大管長はこう語りまし

た。「ソドムとゴモラにあったすべての罪が今

の社会にはびこっています。若人がこれほど

大きなチャレンジに直面したこ

とはありませんでした。現

代ほど，悪があからさ

まに姿を見せたことも

ありませんでした。」1

積極的に

世に貢献することと，

世の罪に

染まらないようにすること

のバランスは

どう取ったら

よいでしょうか。

わたしたちは，

アブラハムがしたように，

正しい方向に

天幕を張らなければ

なりません。

旧約聖書からの

教　　訓

七十人

クエンティン・L・クック
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由に生きることを主張した人々）の時代が絶頂

期を迎えていました。湾岸地区には薬物使用

とあらゆる乱交と罪を求める人が吸い寄せら

れました。心配した一人のステーク会長は，末

日聖徒は湾岸地区にとどまるべきか教会の指

導者に問い合わせました。この問題の対応を

任されたのは，当時十二使徒定員会の先任使

徒の一人であったハロルド・B・リー長老

（1899－1973年）です。リー長老は地元の神権

指導者と会い，もし会員が同地を離れるべきだ

としたら，主はカリフォルニア州オークランド神

殿を建てるようお命じにはならなかったと語り

ました。リー長老は会員たちにこう勧告しまし

た。「心と家庭にシオンを築き，地域住民の光

となり，神殿の儀式と神殿で学んだ原則に集

中しなさい。」3

世を避けることはできません。隠遁
いんとん

者
しゃ

のよう

な生活が答えではないのです。4 世の中をより

良くするために貢献することは，わたしたちの

努力目標の一つであり，それはまた才能を伸ば

すために欠かせないことでもあります。ブリガ

ム・ヤング大管長（1801－1877年）はこう語りま

した。「数学であれ，音楽であれ，あらゆる科

学や芸術の分野で成し遂げられた事柄，洗練

された美，役に立つ技術はどれも，聖徒たち

が利用するためにあるのです。」5

スペンサー・W・キンボール大管長（1895－

1985年）は，次のように語って，より多くを成し

遂げるよう会員に勧告しました。「自分自身に

ついて，人生について，また神についてどう

思っているかが，そのまま各自の美点や特質と

なって反映されることを，わたしたちは認識す

る必要があります。」6

この勧告に従うために，教会員は積極的に

世の中とかかわる必要があります。では，積極

的に世に貢献することと，世の罪に染まらない

ようにすることのバランスはどう取ったらよい

でしょうか（教義と聖約25：10；59：9参照）。こ

こで非常に大切な原則が二つあります。

1．あなたが熱心な末日聖徒であることを知

らせる

わたしは社会に出て間もなく，このことの大

切さを学びました。スタンフォード大学法科大

学院を卒業後，ある法律事務所の採用試験を

受けました。その法律事務所に教会員はいま

せんでしたが，人格と能力において優れた弁

護士が集まっていました。午前中の面接が終

わると，代表弁護士と二人の弁護士から昼食

に招待されました。代表弁護士から，食前に

アルコール飲料を勧められました。しばらくす

ると，今度はワインを勧められました。いずれ

の誘いも断りました。2度目に断ったときに，わ

たしは熱心な末日聖徒であって，アルコール飲

料を飲まないことを伝えました。

その法律事務所から採用の通知が来まし

た。数か月後，アルコール飲料を勧めたの

は採否を決めるための一つのテストだった

ことを代表弁護士から聞かされました。わ

たしは末日聖徒の宣教師として働いたこと

を履歴書に記しておきました。それに気づ

いた代表弁護士は，わたしが教会の教え

に忠実だったら採用しようと心に決めて

いました。それが人格と誠実さを表す

大切な事柄だと考えていたのです。

わたしはサンフランシスコに数年
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ブ
リガム・ヤング

大管長はこう

語りました。

「数学であれ，

音楽であれ，

あらゆる科学や

芸術の分野で

成し遂げられた事柄，

洗練された美，

役に立つ技術はどれも，

聖徒たちが

利用するために

あるのです。」

左
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暮らしました。その間に知り合った教会員の中に，末日聖徒

であることを職場で明かそうとしない人たちがいました。彼

らは常に，この世と妥協する方向に引っ張られていました。

もし信念を率直に表明していたら，そのような状態を避ける

ことができたはずです。象徴的に言えば，彼らはソドムの方

に向けて天幕を張ったのです（創世13：12参照）。

2．信じている事柄について確信し，信念に従って生きる

「この世の一時的で邪悪なものを追いかけること」7と，｢世

の中で流行している破滅的な哲学や行い｣8 を私生活の中で

避けてください。

教会員を軽蔑
けいべつ

した次のような意見が述べられることが時折

あります。「教会員はまるで羊のように指導者の指示を待っ

ている。なぜ自分で考えられないのだろうか。」これはもっ

ともらしく聞こえるかもしれませんが，事実を歪曲
わいきょく

していま

す。実際はこうです。忠実な末日聖徒は，聖文と生ける預言

者の勧告の中にある教義と原則を，慎重に，祈りの気持ちで

研究し，その後で，聖霊から確認の証
あかし

を得ようとし

ているのです。末日聖徒は深刻な過ちを一つ一つ

自分で経験してみる必要がありません。何が正

しく，何が間違いかを知っているので，生き方に

ついて何度も決断し直す必要がありません。先

人が人生で経験した様々なことから，また，天

の御父の教えや，御父の油注がれた僕
しもべ

たち

の教えから恩恵を得ています。末日聖徒は

誘惑に背を向けることができるのです。

選択を避けることはできません。

福音の教義と原則を知っていれば，賢明な決断

を下すことができます。清い生活を送っていれば，御
み

霊
たま

が導

いてくれます。こうして，わたしたちは象徴的に，神殿に向け

て天幕を張って（創世13：18参照），天幕を主と交わした聖約

に向けて張って，世にあって世のものとならずにいることが

できるのです。■

注
1.「時満ちる時代に生きる」『リアホナ』2002年1月号，6

2. L・トム・ペリー「世にあって」『聖徒の道』1988年6月号，13－15参照

3. 集会での個人的なメモ。教義と聖約115：5；ハロルド・B・リー“Your Light

to Be a Standard unto the Nations，”Ensign，1973年8月号，3－4も参照

4. ゴードン・B・ヒンクレー「ボールを落とさないように」『聖徒の道』1995年1月

号，56参照

5.『歴代大管長の教え──ブリガム・ヤング』216参照

6.「福音と芸術」『聖徒の道』1978年4月号，5参照

7. C・リチャード・チデスター“Worldly, Worldliness”ダニエル・H・ラド

ロー編，Encyclopedia of Mormonism，全5巻（1992年），第4巻，1587。ア

ルマ4：8も参照

8. ニール・A・マックスウェル「わたしが勝利を得たと同様に勝

利を得なさい」『聖徒の道』1987年7月号，77参照。教義と

聖約121：34－35も参照



験した就職試験を受けたときのことに触れています。面接を

した雇用主は，クック兄弟が末日聖徒であることを知って，昼

食時に酒とワインを勧めて高潔さを試そうとしたそうです。

自らの標準を下げてまでも点数を稼ごうとする人物かどうか

を確かめたかったのです。これは多くの青少年が直面する

試しでもあります。

恐らく，皆さんも同じような経験をしたことがあると思いま

す。もしそうであれば，それを話すことは，聞く人の理解の目

を開く良い方法となります。つまり，日々 の生活の中で道徳的

な標準を固く守るならば，最終的には勝利者となれることを

理解させられるのです。それが真実であると，皆さんの話を

聞いた人たちは分かります。なぜなら皆さんのことを個人的

に知っているからです。

クック長老の話は，今年度の福音の教義クラス教師用手引

きの第8課「邪悪な世にあり義のうちに生きる」を教える際の

参考資料として活用できます。教会機関誌に掲載される記

事の中には，日曜学校の教師用手引きや『歴代大管長の教え』

に収められているレッスンテーマに即したものがあります。

また特定のレッスンに関連があるか否かは別として，どの記

事も霊的な原則を理解するのに大いに助けになります。記

事を読んでどの原則が採り上げられているかが分かると，次

に「すべての聖文を自分たちに当てはめ」るためにその記事

がどう役立つかを，聖霊が教えてくださいます。

『リアホナ』の最初のぺージの「今月号に採り上げられて

いるテーマ」を見れば，その月に採り上げられている霊的な

テーマを知ることができます。

簡潔なレッスンの計画
教会機関誌に掲載されている記事を家庭の夕べのレッス

ンに利用したい場合，どうすればよいでしょうか。クック長老

の記事を活用して次のようなレッスンの計画を作ることもでき

ます。
● 原則──様々な悪に囲まれた世の中に生きるわたした

ちは，主の標準に従って生きる必要がある。
● 聖句──創世39：1－20；ヨシュア24：15，24；ヨハネ

15：14，18－19

42

皆
さんが教えている子供たちや若い男性・若い女性

たちは，不道徳な生活様式をあおる大人やメディ

アに満ちた社会で暮らしています。すなわち，結

婚は成り行き次第，薬物こそ問題を解決する特効薬，手段は

ともあれお金を得ることが人生の成功，といった風潮にさら

されているのです。

青少年があらゆる悪に直面しながらその悪に染まらない

ようにするために，皆さんはどのように青少年を導けるで

しょうか。世にあって世のものとならないようにするために，

どう教えたらよいのでしょうか。

この原則を教えるのにふさわしい聖句が幾つもあります。

例えば，教義と聖約第133章5節には，「バビロンから出なさい。

主の器を担
にな

う者たちよ，清くありなさい」と記されています。皆

さんは「すべての聖文を自分たちに当てはめ」ることによって

（1ニーファイ19：23），子供や生徒たちに，原則を自分の生活

に当てはめる方法を理解させることができるでしょうか。

それには，聖文の中のある話が役に立つかもしれません。

ポテパルの妻から逃げたヨセフの話は良い例です（創世39：

1－20参照）。しかし，15歳の生徒は「何千年も前の出来事を

持ち出して，今のぼくに何の意味があるの？」と聞いてくるか

もしれません。

そのようなときに，聖文の中で教えられている原則を現代

にどう応用できるかを明らかにしてくれる話や資料をどこに

求めたらよいのでしょうか。

身近にある教え
皆さんは今，レッスンの補足資料として最良の書を読んで

いるのです。毎月出版される教会機関誌は，福音を土台とし

た教会承認の資料として，教えるうえで役立つ情報を提供し

続けています。

今月号の『リアホナ』から二つの例を見てみましょう。

七十人のクエンティン・L・クック長老は，「世にあって世の

ものとならず」（39ページ）という記事の中で，若いときに経

教会機関誌を使
レッスンの準備に何か役立つものはないかと思っている人はいませんか。
最良の資料が，すでに皆さんの身近にあります。

ドン・L・サール

教会機関誌

教会機関誌を使



● 関連した話──クック長老は次のように教えている。

「わたしたちは福音の標準に反するような問題にいつ遭遇す

るか分からないので，福音の標準を固く守るという決心をし

ておくことが大切である。」また，テーマに関連した話を自分

の経験から話すのも良いでしょう。以前，映画を見に行って，

福音の標準にそぐわない内容と分かって，映画館を出て来

たことはないでしょうか。あるいは，映画館にいたのを友達

に見られて，後日「モルモンがあんな映画を見るなんて思わ

なかった」と言われ，もっと良い選択をすればよかったと

思った経験があるかもしれません。皆さんが実際に経験し

て学んだことを話して聞かせると，子供や青少年は，大人も

自分たちと同じような経験をしてきたのだということが分か

ります。あるいは，子供たちの中には皆に紹介するのに適し

た経験をしている人がいるかもしれません。

そのほかの補足資料
教会機関誌に載っている個人的な経験談は，レッスンの要

点を補足するのに役立つことがよくあります。例えば，「わたし

は日曜学校を選びました」（45ページ）という話は，クック長老

が採り上げた原則に関連して

います。ある女性が，日曜日に

教会に行くことを選択したこと

によって，その日の日曜学校の

レッスンで扱われた題材が翌

日の学校の試験に大いに役に

立つという経験をしました。

福音を教えるに当たって，

参考になる資料はいろいろあ

ります。聖典，大会説教（説教

の中で紹介される実話も含む。各総大会の「指導者の言葉」

参照），教会承認のビデオ，テキスト，あるいは教会公式ホー

ムページ（www.lds.org）などです。しかし，家庭や教会で

レッスンをするのに役立

つ記事や話を満載し

た大切な教材が毎

月皆さんの手もと

に届いています。

それが，皆さん

の今読んでいる教

会機関誌『リアホナ』

なのです。■

って教える

写
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って教える



数
年前の夏のことです。わたし

たち家族は，旅行で出かけ

たユタから合衆国東海岸の

我が家へ帰っている途中でした。ミ

ズーリで車のエンジンの調子がおかし

くなり始め，テネシーに入るころには

かなり悪化してきました。結局，その

夜遅く，南東部の都市チャタヌーガか

ら少し離れた坂を登る途中でエンジ

ンは動かなくなりました。

暗闇
くらやみ

の中，何ができるだろうかと考

えていたとき，これは信仰

の祈りを通して家族全員が

一致できる絶好の機会だ

ということに気づきました。

妻とわたしは4人の子供た

ちをなだめ，祈りによって

信仰を働かせるように言い

ました。

祈り終えるとすぐにエン

ジンがかかり，わたしたち

はまた坂道を登り始めまし

た。しかし，1マイルもしないうちにま

た調子が悪くなりました。モーテルを

見つけて1晩泊まろうと思い，ハイ

ウェーの最初の出口を下りました。け

れども4軒のモーテルを回っても，空

きはありませんでした。

再びハイウェーに戻り，次の出口に

差しかかりましたが，そこにモーテル

はなさそうでした。けれども，その出

口で下りるよう何かがささやいたので

す。ささやきのとおりにしましたが，問

題の解決になりそうなもの

はありませんでした。出

口を下りると，4車線の大

通りにぶつかり，すぐに信

号がありました。こ

のような難しい

状況で家族の

ために何ができるだろうかと，わたし

は必死で考えていました。

すると，妻がわき道にある営業中の

サンドイッチショップを指さし，止まっ

て子供たちに何か食べさせたらどうか

と提案しました。わたしは店に車を寄

せ，長男にお金を渡して子供たちを店

に行かせました。その間，妻とわたし

はこれからどうするかを考えました。

わたしたちは疲れ切っていました。

朝5時から運転を始め，すでに夜の9時

近くになっていました。なぜ祈りがこた

えられないのか，福音に添って生活し

ようとする普段の努力がこのような緊急

時になぜ報われないのかと心の中で

自問していました。すると，何かが違う

という気持ちがわいてきました。

顔を上げると，サンドイッチショップ

の外灯がついていないのに気づきま

した。わたしは妻に尋ねました。「ど

うやってこの店を見つけたんだい。大

通りに看板でも出ていたのかい。」妻

は，そうではなく，急に右を向かなけ

ればならないと感じて向くと，店がそ

車
を降りて

店に入り，

その家族に

近づきました。

「あなたは

車の整備士

ですか。」

サンドイッチショップへ導かれて
クリス・L・クーパー

末日聖徒の声

絵
／
ダ
ン
・
ル
イ
ス



こにあったと答えました。

うなずくと，頭の中を様々な思いがよ

ぎりました。そして結論に達したので

す。わたしたちは福音に添って生き，

子供たちを正しく育て，召しを忠実に

果たそうとしてきました。信仰をもって

祈り，促しに従ってその店にたどり着

いていました。そのとき，自分たちが正

しい場所にいることを理解しました。

主がそこで何を用意してくださってい

るかという点だけが分かっていなかっ

たのです。

次の瞬間，その答えが分かりました。

店の中に助けてくれる人がいるに違い

ないのです。サンドイッチショップの方

を見ると，いちばん手前のテーブルに若

い夫婦と小さな子供たちが座っていま

した。車の運転席からでも，父親の手

が油で汚れているのが分かりました。

わたしは車を降りて店に入り，その

家族に近づきました。「あなたは車の

整備士ですか。」

その父親は驚いて答えました。

「ええ。」

問題を説明すると，その男性の奥さ

んがこう言いました。「それって先週

わたしの車にあったのと同じ問題だ

わ。」男性が車を調子よく走らせるた

めにはどうしたらよいかを教えてくれ

たおかげで，その夜はジョージア州の

アトランタまで到達できました。そこで

車を修理して，まるで何事もなかった

ように無事に帰宅しました。

その夜，我が家の子供たち，そして

わたしも，信仰の祈りが確かにこたえ

られることを学びました。ただ答えを

理解するには，しばしば御
み

霊
たま

を信頼す

る必要があるのです。■

クリス・L・クーパーは，サウスカロライナ州チャールストン

ステーク，チャールストン第1ワードの会員です。

日曜学校を
選びました
ヘレン・ワーカー・ジョーンズ

わ
たしは英語の修

士号を取得する

ため，総合試験に備えて，読

書課題の長いリストを見直していまし

た。十分に準備をしたつもりでしたが，

まだ足りないのではないかと心配して

いました。35歳で学校に戻ったので，

若かったころよりも学んだ概念を覚え

るのが難しくなっているように思えま

した。

試験は月曜日の予定でした。日曜日

の朝になると，日曜学校や扶助協会に

出席するよりも試験勉強していた方が

よいのではないかと理屈

をこね始めました。聖餐
せいさん

会

だけ出席しようと決意しか

けましたが，ひどい罪悪感

にさいなまれました。自分

の幼い子供たちにどんな

模範を示すべきかを考え，

日曜学校と扶助協会に行

くことにしました。

福音の教義クラスではヨブ記を採り

上げていました。そして雄弁で謙遜
けんそん

な

教師であるクレートン・スミス兄弟が，

力強く，霊的なメッセージを伝えまし

た。レッスンの間，わたしは聖典を開

いたままひざの上に置いていました。

ある聖句に目を引きつけられて繰り返

し読んでいたのです。

翌日，試験会場に到着して，試験官

が試験用紙を配りました。論文形式で

レ
ッスンの間，

聖典を

開いたまま

ひざの上に

置いていました。

ある聖句に

目を引きつけられて

繰り返し

読んでいたのです。

45／ 22 00 00 66 年年 22 月月 号号



答える設問が3つあり，3時間で解答し

なければなりませんでした。試験問題

の一つを読んだとき，非常に驚きまし

た。「次の中から少なくとも3作選び，

その中で表現されている苦しみの概

念について論じなさい。」3作の中の

一つはヨブ記でした。

わたしは前日の日曜学校で読んだ聖

句を直接引用して論旨を強調し，自分

でも驚くほど簡単に答えを書くことが

できました。この問題をあっという間

に終えたことで，残りの2問に時間を

かけることができました。

試験の終わりに，「特別な」準備がで

きていたことに心から感謝しました。

また，スミス兄弟のレッスンに参加し

たことで，ヨブ記に対して霊的な見解

を得ることができ，より深く，熱心に，

理解しながら問題に解答できたと感

じました。それはレッスンに参加しな

ければあり得ないことでした。

数週間後に試験結果が掲示された

とき，自分だけが優等な評価を得たこ

とを知りました。

それは忘れられない日曜学校のレッ

スンになりました。特に，安息日を聖
きよ

く保ち，集会に必ず出席することを教

えてくれたからです。あの日曜の朝，

試験勉強に頭を詰め込むのではなく，

福音の教義クラスに出席するよう霊感

を受けたことに感謝します。■

ヘレン・ワーカー・ジョーンズは，ソルトレーク・エンサイン

ステーク，エンサイン第1ワードの会員です。

奥さんが病院に
運ばれました！
劉
リュウ

寛
クアン

逢
ファン

19 86年のすがすがしい夏の朝，

妻の秀
シュウ

琴
チン

はある講義に出か

ける準備をしていました。そ

のとき，わたしは妻をバス停まで車で

送るようにというはっきりした促しを感

じました。妻は教師になるためのクラ

スを取っており，バス停は11キロ離れ

た所にありました。わたしはその促し

をあまり気に留めませんでした。教会

に加わって1年もたっていなかったた

め，聖霊の声がどんなものかもよく理

解していませんでした。

妻がバイクに乗ってバス停まで出か

けようとすると，先ほどよりも強く同じ

促しを感じ，車で送らなければ何かが

起こると教えられました。わたしはそ

の声を再び無視するという大きな間違

いを犯しました。

10分後に電話が鳴りました。怖くて

応答できませんでした。電話は鳴り続

けました。ようやく受話器を取ると，相

手はこう言いました。「奥さんが病院に

運ばれました！すぐに来てください。」

病院に着くと，警告の声を思い出し，

聖霊に耳を傾けなかったことを深く後

悔しました。妻は重態でした。意識が

ありませんでした。さらに不幸なこと

に，妊娠9か月でした。医師は，設備

が充実している高
カオ

雄
シュン

の大きな病院に

妻を移送することを提案しました。

様々な状況を考えると，その病院にす

ぐに移すべきだと感じました。病院へ

向かう途中，わたしは天の御父に赦
ゆる

し

だけでなく，妻の命を救ってくださるよ

うに懇願しました。

1時間20分後，その病院に到着しま

した。救急室の医師はCTスキャンを

指示し，画像を確認した後，妻の頭
ず

蓋
がい

骨
こつ

に損傷があることを告げました。さ

らにその後，空いているベッドがない

ことが分かりました。一日中，わたし

はただ助けを求めて祈ることしかでき

ませんでした。夕方の6時にかつての

同級生の姉妹に会いました。彼女は

その病院に勤めており，彼女のおかげ

で9階に空きベッドを見つけることが

できました。しかし妻はまだ意識不明

の重態でした。

夜10時，妻を祝福してくれるよう宣

教師に頼むべきだと感じました。支部

の宣教師が高雄の長老たちに電話を

かけてくれ，高雄の長老たちは20分後

に到着しました。しかし，妻が意識不

明のまま分娩が始まったことから，医

師は宣教師が病室に入ることを許しま

せんでした。そのため，わたしは妻の

代わりにわたしを祝福してくれるよう

に頼み，じゃまが入らないように会議

室で祝福を受けました。

夜11時になっても赤ん坊は産まれな

かったので，医師は帝王切開を行うた

めに8階に移すことを決めました。す

ると，奇跡が起きました。8階に移って

から10分後に妻は出産したのです。

出産自体は順調で，看護師から赤ちゃ

んを受け取ったとき，わたしは自分の

目を疑いました。その顔立ちはわたし

が毎晩祈るときに見ていた顔とまった

く同じでした。

息子の誕生から7日後，妻はついに

意識を回復しました。しかし，頭はま

だはっきりせず，頭痛に悩まされまし

た。主治医は大学病院に移って脳手

術を受けたらどうかと勧めてくれまし
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医師は妻の病状をすべて把握すると，

手術の必要はないと言いました。1週

間以内に快方に向かうだろうと言った

のです。わたしはその言葉を聞いて

非常に安心しました。医師に感謝して

います。しかし何よりも，正しい決断

をするように導いてくださった天の御

父に感謝しています。

医師が予測したとおり，妻

は1週間で回復しました。そ

の回復の速さには当の医師も

驚くほどでした。医師の医療

技術と天の御父の祝福のお

かげで，妻は奇跡的に命を取

り留め，今や完治しています。

わたしたちは皆，試練や

艱難
かんなん

を経験しますが，いつも

天の御父への信仰を保たな

ければなりません。御父の祝

福なしでは，試練に堪え忍ぶ

ことはできないのです。■

劉寛逢は，台湾高雄ステーク，旗
チ

山
シャン

支部の会員です。

た。わたしは途方に暮れて，導きを求

めて祈りました。けれども3分も考え

ないうちに，妻を別の医療センターに

移すことを医師に告げました。その医

療センターは医療保険の適用対象外

だったため，実費を支払わなければ

ならないことも承知していました。今

回は聖霊によって促されていることを

理解していたので，決断が正しいと確

信していました。

妻を医療センターに転院させると，

台湾を巡回して珍しい症例を研究す

る医療チームがちょうど訪問していま

した。しかもその日はアメリカで専門

の訓練を終えたばかりの脳外科医が

一緒にいたのです。その

妻
はついに

意識を

回復しました。

しかし，頭は

まだはっきりせず，

頭痛に悩まされました。

主治医は

大学病院に移って

脳手術を

受けたらどうかと

勧めてくれました。
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一致を促す『リアホナ』
わたしたち夫婦は，2005年2月

号のトーマス・S・モンソン第一副

管長からのメッセージ「真に見る

ことができるように」の記事に，非

常に感銘を受けました。わたした

ちは，家庭の夕べで，この記事を

注意深く研究しました。そして，

二人で，伴侶
はんりょ

，子供たち，出会う

すべての人の顔に，キリストの面

影を見る才能を伸ばすことを決

意しました。この機関誌は，預言者の

メッセージを通して，家族に一致を促し，

天の御父の愛を感じさせてくれます。

コンゴ民主共和国・ルブンバシステーク

カトゥバ第2ワード

ジャスティン・ムクナ，クリスティーン・ムクナ

限りない感謝
わたしは『リアホナ』が大好

きで，よく，教会員ではない友

達に，『リアホナ』の記事を紹

介しています。モルモン書

も大好きです。真理を学

ぶことは，何という特権で

しょうか。そしてそれは，

ジョセフ・スミスの偉大な

功労のおかげなのです！

真理を知ることを可能にし

てくれた，主の忠実な僕
しもべ

た

ちに，限りなく感謝してい

ます。

アルゼンチン・

コルドバ・シエラステーク

カルロスパスワード

マルタ・R・ギャリーガ

読者からの便り

バプテスマに導いてくれた『リアホナ』
わたしが教会を知り，バプテスマを

受けるきっかけになったのは，まさに

『リアホナ』でした。1997年，11歳のと

き，友達に『リアホナ』を何冊か見せ

てもらう機会がありました。子供の

ページの様々な記事もさることなが

ら，美しい写真や絵に心を奪われまし

た。間もなくわたしは，バプテスマを

受けました。もう何年も前のことなの

ですが，このことは，鮮明に記憶に刻

まれています。

ブラジル・アレグレテステーク

イビラプイタワード

ポーラ・F・P・ダ・シルベイラ

『リアホナ』で会員を助ける
『リアホナ』の，教会員の経験が書か

れた，すばらしい記事に感謝したいと

思います。2004年9月号に掲載された

エバ・フライ姉妹の記事，「鎖の輪」に

は，特に感謝しています。任地でワー

ドにいる会員が似たような問題で苦労

しているときに，この記事を使っていま

すが，とても助けになっています。

メキシコ・メキシコシティー北伝道部

エーダー・エレーラ・ガルネロス長老

回復に先立つ備え
わたしは歴史の教師として，2005年

3月号の記事「回復に先立つ出来事」

の掲載に，感謝を表したいと思います。

主が，御自身の教会の回復のために

必要な特別な状況を，いかに前もって

準備されていたかを，歴史的な出来事

を通して知り，この偉大な業が真実で

あるという証
あかし

が増しました。

ブラジル・

レシフェ・ジャーディム・サンパウロステーク

カバレイロワード

マルセロ・オリント・ソアーレス・デ・モウラ

絵
／
サ
ム
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「ヨセフの着物をヤコブに持ち帰る」レンブラント・ファン・レイン（1606－1669年）作
ヨセフの兄たちは「ヨセフの着物を取り，雄やぎを殺して，着物をその血に浸し，その長そでの着物を父に持ち帰って言った，

『わたしたちはこれを見つけましたが，これはあなたの子の着物か，どうか見さだめてください。』

〔ヤコブ〕はこれを見さだめて……〔自分の〕衣服を裂〔いた。〕」（創世37：31－34）

教
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「回
復の業の中で，

神殿の業は優先的に扱われました。

仕える天使により与えられた

最初の啓示にこの教義が含まれています。

教義と聖約第2章に記録されているこの啓示は

マラキ書第4章を繰り返したものです。

モロナイはエリヤが現れることを予告しました。

エリヤは父の心をその子供たちに向けさせ，

子供たちの心をその父に向けさせます。」

ラッセル･M･ネルソン

「ヤングアダルトと神殿」10ページ参照


